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第３章  プロジェクトの内容 

３-１ プロジェクトの概要 

３-１-１ 上位目標とプロジェクト目標 

（１）上位目標 

UN が提唱するミレニアム開発目標6に対する国家戦略プランとして、「Universal Access 

Program（UAP）」が 2005 年に策定され、現在これが同国の水セクターにおける国家目標と

なっている。 

UAP では、村落給水における WSDP の給水原単位を 20L/人/日から 15L/人/日に、目標年

次を 2015 年から 2012 年に変更した上で、村落給水率を現況の 35%（2005 年）から 98%（地

方部）に引き上げる目標を掲げている。 

一方、ティグライ州では UAP を基本としながらも現状の低い給水率に鑑み、州独自に目

標を掲げ、2012 年の村落給水率を UAP よりも低い 88%に設定している。また、この目標を

達成する具体策として、2012 年までに 436 本の深井戸、2,838 本の保護された浅井戸、2,838

本のハンドポンプ付井戸、1,700 戸の屋根雨水利用、910 本のハンドポンプ井戸のリハビリ

計画を策定している。 

本計画は上記の国家目標及び州の開発計画に沿うものとして位置づけられている。 

 

（２）プロジェクト目標 

本件プロジェクトは上記の目標を達成するため、ティグライ州の 10 郡、91 村落におい

て給水施設を建設することにより、給水人口が増加し、安全な水が持続的に供給され、住

民の衛生環境の改善に寄与することを目的とする。 

 

３-１-２ プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、上記目標を達成するためにハンドポンプ付井戸建設（レベル 1）82

施設、動力ポンプ付給水施設建設（レベル 2）9施設、既存給水施設のリハビリ改修 3施設

の整備と、井戸改修用機材を調達する。また、ソフトコンポーネントにより給水施設の維

持管理に係る組織の明確化及び運営能力の向上を図り、さらに住民に対し啓蒙教育を実施

する。これにより対象村落における給水施設の運営管理能力が向上し、安全な飲料水の供

給を長期に亘り安定的に確保することが可能となる。 

 

 

 

                                                           
6 2015 年までに安全な水の普及率を 63%にする等 
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本プロジェクトにおいて実施される施設整備概要と調達機材概要を下表に示す。 

表 ３.１ 施設整備概要 

整備内容 適用

ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ付井戸施設
（レベル1）

水源 井戸建設 82 井

　対象：77村落（82集落） 施設 ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ据付 82 基

　施設数：82施設　　　　 ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ建設 82 箇所

動力ポンプ給水施設
（レベル2）

水源 井戸建設 6 井 DDにて建設

　対象：11村落（12集落） 試掘井の生産井への利用 3 井 試掘はBDにて実施済み

　施設数：9施設　　　　 配水池 地上式配水池建設 10 基 25m3：6基、50m3：3基、100m3：1基

高架タンク建設 1 基 4m3ROTOタンク：1基

機械室 発電機室建設 6 箇所 発電機利用：6箇所

増圧ポンプ室建設 1 箇所 商用電源利用：１箇所

配電盤室建設 3 箇所 商用電源利用：3箇所

管路 送水：GS、DIP、φ40-150mm 23.6 km

配水：GS、DIP、φ40-150mm 11.8 km

動力ポンプ 水中ポンプ据付 9 基

増圧ポンプ据付 1 基

動力源 ディーゼル発電機据付 6 基

商用電力の2次配線工 4 箇所 1次配線工は先方負担工事

公共水栓 公共水栓建設 22 基

家畜用水飲み場 家畜用水飲み場建設 9 基 各サイト1基

既存動力ポンプ給水施設の
リハビリ　（レベル2）

配水池 高架タンク建設 3 基
10m3ROTOタンク：1基、

4m3ROTOタンク：2基

　対象：3村落（3集落） 機械室 発電機室建設 3 箇所

　施設数：3施設 管路 送水：GS　φ25-40 0.045 km

配水：GS φ25-40 0.47 km

動力設備 ディーゼル発電機の交換・据付 3 基

水中ポンプの交換・据付 3 基

公共水栓 公共水栓の増設 3 基

家畜用水飲み場 家畜用水飲み場建設 3 基

＊表中のGSは亜鉛メッキ鋼管、DIPはダクタイル鋳鉄管の略語である。

＊表中のROTOタンクはポリエチレン製の水槽である。

＊表中のDDは平成22年2月に予定している詳細設計、BDは平成18-19年に実施された基本設計調査の略語である。

＊村落と集落の定義：集落の集合体が村落となるもので、今回の先方要請は集落（現地語：ゴテ）からなされている（下図参照）。

＊レベル2、リハビリの施設数について：水源から配水地までの閉じた施設を一つの給水システムとして集計したものである。

数量施設名

村（クシェット）

集落（ゴテ）

集落（ゴテ）

集落（ゴテ）
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表 ３.２ 調達機材概要 

構成・仕様

A

A1 サービスリグ サービスリグ車輌本体：4×4 or 6×4トラック 1 基

エアリフト、ブラッシング、ジェッティング対応

アクセサリー含む（口径4"、6"、8"井戸対応）

高圧ポンプ（圧力：2.0Mpa以上、流量500L/min以上）

コンプレッサー（吐出出力1.0Mpa以上、空気量8.0m3/min以上）

B

B1 クレーン付トラック
4×4、GVW 10ton、荷台：4m、床鉄製、
クレーン吊上能力最大3トン

1 台

B2 水中ポンプ Hd=140m,Q=400l/min程度（井戸口径6"、8"用）：1台 1 式

Hd=80m,Q=100l/min程度（井戸口径4"用）：1台

アクセサリー含む

B3 発電機 出力50kVA以上、380V/50Hz/3相 1 台

B4 三角堰 最大流量450l/min 1 台

B5 水位計 測定深度150m 1 台

B6 pHメーター ポータブルタイプ 1 台

B7 電気伝導度/TDSメーター ポータブルタイプ 1 台

B8 ORPメーター ポータブルタイプ 1 台

B9 濁度計 ポータブルタイプ 1 台

C

C1 クレーン付トラック
4×4、GVW 10ton、荷台：4m、床鉄製、
クレーン吊上能力最大3トン

2 台

揚水試験用機材

作業・運搬用機材

数量機材名No.

井戸改修用機材
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表 ３.３ PDM における本計画の位置付け 

プロジェクト名：エチオピア国ティグライ州水供給整備・改修計画  

対象地域：ティグライ州の対象 10 ワレダ（郡） ターゲットグループ：対象村落住民  

プロジェクトの要約 指 標 入手手段 外部条件 
上位目標 
住民の衛生環境が改善される。 

 
住民の水因性疾病率の低下. A
 

 
・保健衛生の統計資料 
・住民アンケート 
 

 

プロジェクト目標 
対象地域において安全で安定的な給水を

受ける人口が増加する。 

 
安全な水が得られる人口数 .. B
 

 
・水委員会の利用者登録簿 
 

 
「エ」国の水・衛生

国家政策に大幅な

変更がない。 
成 果 
1. 対象地域に給水施設が整備される。 
 
 
 
 
 
2. 住民主体の自立的維持管理体制が

確立され、住民によって給水施設が

持続的に運営・維持管理される。 
 
 
 
3. 実施機関の維持管理指導・サービス

が向上する。 
 

 
1-1.対象地域の給水施設の 
整備率 .................................C
 
 
1-2. 水汲み労働時間の減少 D
2-1. 水委員会の活動状況.... E
2-2. 維持管理費の徴収率.... F
2-3. 給水施設の利用率 .......G
 
 
 
3-1. 実施機関による 

巡回回数......................H
3-2. 実施機関のサービスに 

対する住民の満足度 ..... I
 

 
1-1. 水委員会の施設運転記

録 
 住民アンケート 
 
1-2. 住民アンケート 
 
2-1. 水委員会の活動記録 
2-2. 料金徴収記録簿 
2-3. 施設運転記録簿 
 水委員会の利用者登録

台帳 
3-1. 実施機関の活動記録 
 
3-2. 住民アンケート 
 

 
人口の急激な増加

や移動がない。 
 

投  入  
予見を超えた干ば

つや地下水位の低

下がない。 
 
 

活 動（番号は成果の番号に準ずる） 
日本国側 
1-1. 人力ポンプ付深井戸を建設する。 
1-2. 動力ポンプ付深井戸を建設する。 
1-3. 既存給水施設のリハビリを実施す

る。 
 
2-1. 住民主体の維持管理体制を確立す

る。 
2-2. 住民への維持管理方法を指導する。 
 
3-1. 実施機関へ維持管理技術を指導す

る。 
3-2. 実施機関の修理体制・スペアパーツ

供給体制を強化する。 
 
エチオピア国側 
1-1. 対象住民がアクセスロードを整備す

る。 
1-2. 住民に対しプロジェクトの説明をす

る。 
1-3. 資機材の調達に係る免税の措置を

する。 
 
2-1. 水委員会の設立支援をする。 
2-2. 水委員会へ衛生教育をする。 
2-3. モニタリング及び水委員会に対する

支援をする。 

（日本側） 
 
・ 給水施設建設工事 
・ 維持管理用機材 
・ ソフト・コンポーネント 
・ コンサルタントサービス 
 

（エチオピア国側） 
 
・ 予算措置、人員配置 
・ 建設用地の確保 
・ アクセスロードの整備 
・ 調達機材の保管場所の確

保 
 

前提条件 
住民のプロジェクト

実施への意欲があ

る。 
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３-２  協力対象事業の基本設計 

３-２-１ 設計方針 

３-２-１-１ 実施対象村落（集落）の基本方針 

対象村落の選定は、本計画の「ティグライ州地方給水計画基本設計調査」で絞り込まれ、

「平成 20-21 年度ティグライ州地方給水計画」の入札図書に示す設計・仕様を基とする。 

給水施設は、現地調査結果を踏まえ、最終的に 97 集落を選定した。内訳はレベル 1 施

設が 82 集落、レベル 2施設が 12 集落である。また、井戸掘削を伴わないリハビリ改修施

設が 3集落である。 

ただし、レベル 2 施設に関しては、2 施設が複数集落にまたがるため、施設別の集計で

は、合計 94（レベル 1=82、レベル 2=9、リハビリ=3）施設となる。 

選定施設の総括表を表 ３.４に、施設概要別の集計表を表 ３.５に、対象村落リストを

巻末資料に示す。尚、対象村落数（クシェット）は 91 村である。 

表 ３.４ 選定施設の総括表 

レベル 2 No. ワレダ レベル 1 

単集落 

給水施設 

複数集落 

給水施設 

リハビリ 計 

1 ハウゼン 9 0 0 0 9

2 キルティ・アウラエロ 9 0 0 0 9

3 コラ・テンベン 8 0 0 0 8

4 デグア・テンベン 8 0 0 0 8

5 タンクア・アベルゲレ 10 0 0 0 10

6 サハルティ・サムレ 6 0 0 0 6

7 エンデルタ 11 0 0 0 11

8 ヒンタロ・ワジラト 4 0 0 0 4

9 ラヤ・アゼボ 2 5 2 3 12

10 アラマタ 15 2 0 0 17

7 2合 計 82

       9 

3 94
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表 ３.５ 施設概要別の集計表 

数量 計 数量 計 数量 計

a 72 72 72

b 5 10 10

a 6 6 6

b 3 3 1

1 1 1 1 1

1 1 2 2 1

上記レベル2 No.1　と同じ 上記レベル2　No.1a　と同じ 3 3 3 3 3 3

91 97 94

施設タイプ

No.2

No.3

リハビリ

対象村落数 対象集落数

77

No.1 9 9

9

対象村落への配水パターン給水施設の構成

合計

施設数

レベル2

レベル1 82 82

集落

村

村

集落
集落

村
村

村

集落

集落

集落

井戸

集落
村

井戸

井戸
井戸

井戸

集落

村

井戸

村

井戸

配水池

配水池

配水池

配水池

配水池

配水池

集落

集落
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（１）レベル 1施設 

レベル 1対象集落は、「平成 20-21 年度ティグライ州地方給水計画」の入札図書に示す

設計・仕様を基に、詳細設計において E/N 限度額を超過したために除外された 7集落を含

む、82 集落の重複調査結果により選定した。 

給水プロジェクトの重複が認められた集落は以下の判定により、代替集落を選定した。 

表 ３.６ 集落選定基準 

項 目 判 定 

1．同一村落内で近隣する代

替集落が存在する場合 

同一村落で代替集落を選

定する 

2．同一村落内で代替集落が

ない場合 

詳細設計時に選定した代

替集落リストの上位より

選定する 

 

（２）レベル 2施設 

レベル 2対象集落は、詳細設計において選定された以下の 12 集落とした。 

表 ３.７ レベル 2施設 

施設 
No. ワレダ 村落名 集落名 

1 ゲルジェレ ゲルジェレ 

2 
アラマタ 

ウラ ウラ 

ハデアルガ 
3 ハデアルガ 

カィ・タクリ 

ヒルカ ヒルカ 

アディアレバチュレ アディアレバチュレ 4 

バチェンルカタン バチェンルカタン 

5 フォンデル フォンデル 

6 ドドタ ドドタ 

7 アルバ ハディシキン 

8 ゲンデイアジョ ガマダディ 

9 

ラヤ・アゼボ 

ハディシキン タチュグベガラ 
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（３）リハビリ施設 

リハビリ施設は、詳細設計において選定された以下の 3集落とした。 

表 ３.８ リハビリ施設 

施設 
No. ワレダ 村落名 

10 ディラティ 

11 コパン 

12 

ラヤ・アゼボ 

ガナティ 

 

３-２-１-２ レベル１の入札及び清算に係る方針 

（１）入札の方針 

従来の井戸建設工事はランプサム契約であり、実際の成功率が想定される成功率を下回

った場合、それに伴う井戸建設工事が受注業者のリスクとなっていた。本プロジェクトで

は、リスクを軽減するためにレベル 1給水施設の井戸建設工事に対して、工事数量・単価

表（Priced Bill of Quantity；以下「BQ」と称す）方式による入札を採用する。 

工事数量・単価表は、井戸建設の構造タイプ毎に成功井戸工事費、不成功井戸工事費、

揚水試験費、水質試験費及びプラットフォーム建設費の項目を設け応札する。 

（２）清算の方針 

応札時に提示された直接工事費を上限とし、井戸工事を実施する。 

井戸工事は、工事費残額が 1箇所当たり施設金額（井戸工事費とプラットフォーム工事

費の合計金額）未満になるまで継続する。 
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*1：工事残金は、応札工事費と実施工事費の差である。実施工事費は、実施数量と応札単価により算出する。

*2：1箇所当たりの建設費は、プラットフォーム工事費を含めた施設建設金額である。

応　　札

井戸掘削契約金額内で
成功井戸本数が
82本に到達可能

工事残金が
1箇所当たりの建設費

以上残っている

Yes

井　戸　建　設

工事残金
*1
が

1箇所当たりの建設費
*2

以上残っている

工　事　完　了

Yes

No

成功井戸本数が
82本未満となる

Yes

工　事　継　続

工　事　完　了

成功井戸本数が
82本以上

No

No

工　事　継　続

 

図 ３.１ 井戸建設工事フロー 

 

３-２-１-３ レベル 2の試掘井に対する方針 

① 本件プロジェクトで建設されるレベル 2給水施設は、11 村落（12 集落）を対象に 9の

給水システムを建設するものである。その内訳は、7施設が 1村落内で完結する単独給

水システムを、2施設が複数集落にまたがる複数集落給水システムである 
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② 各施設の水源は、井戸によるものとし、1施設 1井戸とする。すなわち本計画のﾚﾍﾞﾙ 2

用井戸の数量は 9井とする 

③ 基本設計調査時の試掘調査による成功井 9井のうち、3井はそのまま生産井（井戸口径

6インチ）に転用する方針とする。 

④ 試掘調査による成功井 9 井のうち、ハデアルガ、ヒルカ、ゲルジェレ集落の 3 井は、

計画揚水量と揚程の関係から設置される水中ポンプの口径が大きくなるため、試掘井

の周辺に新たに 8 インチ井戸を掘削する方針とする。ウラ、フォンデル、タチュグベ

ガラ集落の 3 井は、試掘調査より長期間経るうちに上部より土砂の混入が起こり孔内

閉塞したため、試掘井の周辺に新たに 6インチ井戸を掘削する方針とする。 

⑤ 上記の結果、レベル 2 給水施設の水源については、下表に示すとおり 3 井が試掘井の

転用、6井を新規掘削とする。 

表 ３.９ レベル 2給水施設の水源 

ワレダ 村落名 集落名

1 ゲルジェレ ゲルジェレ 新規掘削 312 L/min 1 8ｲﾝﾁ

2 ウラ ウラ 新規掘削 150 L/min 1 6ｲﾝﾁ

ハデアルガ

カィ・タクリ

ヒルカ ヒルカ

アディアレバチェレ アディアレバチェレ

バチェンルカタン バチェンルカタン

5 フォンデル フォンデル 新規掘削 60 L/min 1 6ｲﾝﾁ

6 ドドタ ドドタ 試掘井の転用 - 1 6ｲﾝﾁ

7 アルバ ハディシキン 試掘井の転用 - 1 6ｲﾝﾁ

8 ゲンディアジョ ガマダディ 試掘井の転用 - 1 6ｲﾝﾁ

9 ハディシキン タチュグベガラ 新規掘削 72 L/min 1 6ｲﾝﾁ

計 2 11 12 - 9 -

井戸
口径

8ｲﾝﾁ

8ｲﾝﾁ

ア
ラ

マ
タ

給水対象区域

ラ
ヤ

・
ア

ゼ
ボ

水源

新規掘削

新規掘削

井戸
数量

1

1

施設
No.

ハデアルガ

4

3

設計流量

336 L/min

306 L/min

 

 

⑥ 土木工事を伴うレベル 2 給水施設においては、水源が確定した後に土木工事が開始さ

れるため、井戸掘削の成否が工程に大きく影響する。このことは、土木工事がクリテ

ィカル・パスとなっているレベル 2 給水施設において入札業者が敬遠する要因のひと

つになっている。施工業者のリスクを軽減させる目的として、井戸掘削を本プロジェ

クトの詳細設計で実施し、レベル 2 給水施設工事のスコープから井戸掘削を除外する

ことのメリットは大きいため、詳細設計において上記 6箇所の井戸掘削を実施する。 

⑦ 詳細設計における試掘井が失敗となった場合、再掘削は 1 回までとし、再掘削が再び

失敗となった場合は、裨益者人口を極力減少させないような設計変更を検討する。た
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だし、試掘の対象となる地域は沖積層内に滞水層が認められるエリアであり、滞水層

は対象地域に一様に広がっていると考えられる。基本設計調査での試掘結果より下表

に示すとおり、対象集落内で推定される井戸の静水位は 45m 以深である。アフリディ

ブタイプのハンドポンプは最大揚程が 45m であり、レベル 1 成功井の条件も表 ３.１

９に示すように動水位 45m 以浅としている。対象集落内の推定静水位に揚水による水

位低下を加えた動水位は、レベル 1 成功井の条件を満たさないため、給水エリアにお

けるレベル 1 給水施設の建設に転換することは困難であり、試掘によって成功井が得

られなかったときには計画施設の縮小及び削減となることはやむをえない。具体的な

設計変更方針は次のとおりとする。 

 

・ 揚水試験等の結果、設計流量が満足しない場合には、揚水時間の延長や給水施設の縮

小を検討する。 

・ 空井戸の場合は、対象集落の施設を削減する。 

表 ３.１０ レベル 2給水施設集落の推定井戸静水位 

標　高
(m)

静水位
*1

(m)
平均標高

(m)
推定静水位

*2

(m)

JAL004 ゲルジェレ 1456.94 23.71 1480.65 47.42

JAL005 ウラ 1574.97 46.28 1601.94 73.25

JRA001 ハデアルガ 1508.24 34.74 1658.91 185.41

JRA002 ヒルカ 1671.90 49.95 1750.25 128.30

JRA003 フォンデル 1684.00 77.50 1741.19 134.69

JRA007 タチュグベガラ 1390.14 18.10 1422.08 50.04

*1：　基本設計調査時の試掘結果

*2：　推定静水位＝給水ポイント平均標高－試掘井戸標高＋静水位

BH ID No. サイト

給水ポイント試掘井戸

 

 

３-２-１-４ ロット分けに対する方針 

本プロジェクトのコンポーネントである、レベル 1給水施設工事、レベル 2給水施設工

事、および機材調達をそれぞれのロットに分け入札を行うことで、業者が入札に参加しや

すくなり競争性が高まるメリットがあると考えられる。また、ロットを分けることで、詳

細設計において調査量の少ないレベル 1給水施設の調査をレベル 2給水施設の調査より早

期に終え、レベル 1給水施設工事の実施時期を早めることができる。よって、レベル 1給

水施設工事、レベル 2給水施設工事、および機材調達についてそれぞれのロットを分けた

施工計画、事業費積算を適切に行う。 
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３-２-１-５ 自然条件に対する方針 

① 年間降雨量が州平均 200mm～800mm と少ないため浅層地下水の季節変動が著しい。従っ

て水源は基本的に深層地下水を対象とする。 

② 平均高度が海抜 2000m 以上の山岳地帯である。地溝帯の縁辺に位置し深層地下水にお

いても全般に水位が低くその賦存形態も限定的（地質条件に依存）であるため被圧帯

水層からの取水も視野に入れ掘削長は平均 90m 程度とする。 

③ 調査対象 10 ワレダの地域毎に水理地質的特性が異なる。北部域は基盤岩地域、中部域

は体積岩類、南部は火山岩と沖積層からなる。それぞれの水理地質特性に合わせた水

源開発を行う。 

④ 堆積岩地帯では地下水の硫酸濃度が高い地域が存在しており一部地域では飲用に適さ

ない（中部～南部）。この問題に対処するため、井戸建設の際汚染層のシーリング技

術を導入して井戸仕上げを行う。 

⑤ ティグライ州では 6 月から 9 月にかけて降雨により季節河川が現れる。給水施設建設

のための井戸掘削車輌や資材運搬車輌など大型車がサイトへアクセスするため、雨季

終了後には先方政府による早急な道路補修工事の実施を依頼する。また、雨季期間中

の進捗を考慮した工程計画を立案する。 

 

３-２-１-６ 社会条件に対する方針 

① 社会経済調査の結果、本プロジェクト地域の水管理委員会の運営維持管理状況は十分

に機能していると判断される。従って、現在の運営維持管理体制、管理システムを有

効利用し既存システムを更に発展させることとする。 

② 具体的には、WWRMEO 主導による水委員会、コミュニティへの教育、啓蒙活動を実施す

る。そのためステークホルダーである TWRMEB, WWRMEO の技術力向上（EWTEC による研

修・トレーニング）と運営サポート要員のコミュニティ開発にかかる能力の向上（EWTEC、

コンサルタントによる研修）を図る。 

③ 地域格差があるもののコミュニティの運営能力は高く、特に料金徴収にかかる問題は

あまり認められない。しかし、雨期、乾期によって安易な維持管理料金の不払いなど

が発生しないよう、コミュニティレベルでの啓蒙活動を実施する。 

 

３-２-１-７ 調達事情にかかる方針 

建設工事に必要となる資材のうち、セメント、骨材、鉄筋、鉄骨、木材等の基本材料や、

ブロック、タイル等の一般に広く普及している二次製品は現地調達が可能である。しかし

ながら、ダクタイル管、GS 管やそれらの特殊な異形管および弁類、圧力計・流量計など

の計測機器、ポンプ設備に係わる電気・機械部品等は、現地に代理店が存在するものの、

その数が少なく、計画に必要となる品質、数量を満足する調達を一定期間内に実施するこ

とが困難であると想定される。そのため、これらについては日本、第三国、国内から適切
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な調達国を選定するものとする。 

送配水管路について、基本設計調査では、調査当時、現地で容易に調達可能と判断して、

GS 管を適用し、水圧が 1.6Mpa を超える一部の路線についてはダクタイル管を採用してい

た。本調査は、平成 20-21 年度ティグライ州地方給水計画の入札図書に示す設計・仕様を

もとに、現地状況の変化の有無、積算の見直し及び実施工程の見直しを目的とするもので

あり、同仕様にて見積もり再徴収を実施した。その結果、ダクタイル鋳鉄管が GS 管に比

べ安価であることが判明した。 

本事業化調査は、速やかに概算事業費を算出し、期限までに概算要求を提出することを

目的としているため、送配水管路の特殊な異形管等の設計変更を実施することは困難であ

る。したがって、設計変更については詳細設計で実施する。 

但し、送配水管路の直管はダクタイル管と GS 管の価格差が大きく、概算事業費に影響

を与えるため、直管についてはダクタイル管の採用を反映させ積算をする。 

「エ」国での建設資機材調達は、外貨不足や電力不足などの現地事情により不安定な状

況である。詳細設計では、建設資機材の調達先を再検討する必要がある。 

 

３-２-１-８ 建設事情にかかる方針 

「エ」国では水資源省が井戸掘削業者と給水施設建設業者についてそれぞれ業者登録を

義務付け、保有技術者と機材数によって業者を 9 段階にグレード分けし、業務規模（入札

予定価格）によって応札に制限を設けている。 

グレード上位の業者は、井戸、施設建設ともに相応の技術力を有していると考えられる

ため、本プロジェクトの実施にあたっては、コスト縮減の観点から現地業者を積極的に活

用する。 

 

３-２-１-９ 施設、機材等のｸﾞﾚｰﾄﾞ設定に係る方針 

① 工事用の井戸掘削機は、高地・山地の未整備道路を走行でき、傾斜地の狭隘な集落に

設置可能で、かつ硬岩を高速で掘削しうる能力を持つ掘削機材を選定する。 

② 対象地域は、幹線道路を除くと未舗装が多く、また勾配の急な山岳路が少なくない。

また、特に雨季における路面状態は劣悪であるため、車両については 4 輪駆動を計画

する。 

③ 給水原単位は、レベル 1、2 を問わず UAP で提唱する村落給水の原単位 15L/日/人とす

る。 

④ 動力ポンプの稼動時間は、現地の実状に配慮し 7時間運転を基本とする。 

⑤ レベル１の 82 施設は、政府が進めている給水機材の標準化政策及びスペアパーツ調達

の容易性に配慮し、ポンプはアフリディブタイプを採用する。 

⑥ レベル 2 の対象集落については、住民による維持管理能力を見極めて計画を策定する

とともに、維持管理費低減の観点から商用電力の活用を検討する。 
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３-２-１-１０ 機材調達に関する方針 

 機材調達は、TWRMEB の現有機材の状況を考慮し、建設した給水施設が持続的に活用され

るための維持管理用機材を選定し、必要最低限のもののみ調達する計画とする。 

① 機材構成は、井戸改修用機材、揚水試験用及び作業運搬用機材とする。 

② 揚水試験用機材は、サービスリグに搭載せず、別途運搬専用のクレーン付トラックを

調達する。 

③ 作業運搬用車両は、ハンドポンプの維持改修作業を想定し、クレーン付トラックとす

る。 

④ 井戸改修用機材および揚水試験用機材は、メケレの中央修理工場に配備し、TWRMEB が

管理するものとする。 

⑤ 作業運搬用機材として投入されるクレーン付トラックは、中央、南部地区のメンテナ

ンスクルーに各一台配備し、各クルーが運行の管理を行うが、利用主体はハンドポン

プの維持管理を行っているワレダとする。 

⑥ 調達機材は、「エ」国内で生産されていないため、日本調達または第三国調達となる。

調達先は、将来の保守管理において重要となるスペアパーツの供給およびメーカーの

アフターサービスの確保を考慮して決定するものとする。 

 

３-２-１-１１ 工法／工期に係る方針 

① 現地業者の活用を念頭に、現地業者が対応可能な工法を原則採用する。 

② 施工順序は、効率的な施工性と雨季のアクセスを考慮した施工計画を優先させるもの

とする。 
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３-２-２ 基本計画（施設計画／機材計画） 

３-２-２-１ 施設計画 

（１）全体計画 

1）計画目標年次 

無償資金協力事業は緊急支援を目的としているため、計画目標年次の長期設定はそれに

馴染まず、建設費の増大にもつながる。従って、本計画では竣工後 2～3年先の 2015 年を

目標年次とし計画を行うこととする。 

 

2）計画対象集落 

a. ハンドポンプ付給水施設 

計画対象はクライテリアに基づいて選定された 82 集落である。 

b. 管路施設を伴う新設給水施設 

計画対象はクライテリアに基づいて選定された 12 集落である。 

c. リハビリ給水施設 

計画対象はクライテリアに基づいて選定された 3集落である。 

 

3）計画給水人口 

2006 年現在の各集落の人口は、先方要請書のデータを流用し、これに人口増加率分を考

慮して、計画給水人口を算定する。なお、人口増加率は、ティグライ州が適用している農

村部の 2.23%（年間人口増加率）を採用する。 

 

4）計画給水量 

計画給水量は後述する表 ３.２４、表 ３.２５の給水原単位（一日一人当たり使用水量）

に計画給水人口を乗じ、さらに病院や学校などの公共施設の使用量も考慮の上算出する。

ただし、要請された家畜用水量については計画対象外とする。 

表 ３.１１に新規レベル 2施設の、表 ３.１２にリハビリ施設の計画給水量（2015 年）

を示す。 
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表 ３.１１ 計画給水人口と計画給水量（管路施設を伴う新設給水施設） 

一日平均
給水量

（施設別）

一日最大
給水量

（集落別）

一日最大
給水量

（施設別）

時間最大
給水量

（施設別）

水源能力※

ワレダ 集落 （L/s） （L/s） （L/s） （L/s） （L/s）

1 ゲルジェレ 4,100 5,000 1,280 111 61 79 1.253 1.504 1.504 3.610 5.600

2 ウラ 2,150 2,622 500 0.601 0.721 0.721 1.730 3.000

ハデアルガ 2,000 2,439 551 48 0.703

カィ・タクリ 3,000 3,659 231 0.944

ヒルカ 1,500 1,829 0.458

アディアレバチェレ 3,000 3,659 500 0.980

バチェンルカタン 1,580 1,927 0.482

5 フォンデル 1,250 1,524 0.318 0.382 0.382 0.917 1.000

6 ドドタ 1,750 2,134 240 0.470 0.564 0.564 1.354 1.000

7 ハディシキン 1,685 2,055 258 0.457 0.548 0.548 1.315 2.000

8 ガマダディ 1,035 1,262 0.263 0.316 0.316 0.758 5.000

9 タチュグベガラ 1,135 1,384 0.288 0.346 0.346 0.830 5.600

24,185 29,494 3,560 159 61 79

2.23%

出典：ティグライ州地方給水計画基本設計調査報告書。
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表 ３.１２ 計画給水人口と計画給水量（リハビリ給水施設） 

 
一日平均
給水量

一日最大
給水量

時間最大
給水量

水源能力
※

ワレダ 集落 （L/s） （L/s） （L/s） （L/s）

10 ディラティ 255 311 0.065 0.078 0.156 1.000

11 コパン 600 732 0.152 0.182 0.365 7.000

12 ガナティ 226 276 0.058 0.070 0.139 2.000

1,081 1,319 0 0 0 0

2.23%

※既存水源の湧出能力は聞き取りによる湧出量。

出典：ティグライ州地方給水計画基本設計調査報告書。

合計

施設
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ラ
ヤ

・
ア

ゼ
ボ

患者
･職員数

 
 

（２）井戸の設計条件 

1）井戸建設地点  

a. レベル 1 

対象とする 82 集落の中で、沖積層及び一部の堆積岩層のうち帯水層が均等に分布して

おり、アクセスが容易な地域においては集落形態、住民の希望を尊重しつつ、実施段階で

井戸建設地点を決定する。 

基盤岩地域においては、基本設計調査で計画された座標位置から井戸建設地点を決定す

る。 

なお、同一集落での 2本目井戸建設地点は、レベル１実施時にコンサルタントが選定す

る。 

b. レベル２ 

基本設計調査で実施した試掘井戸位置を流用し、建設地点の変更は行わない。 
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2）井戸の最低湧出量 

a. レベル 1 

アフリディブタイプのハンドポンプの実用揚水能力及び稼働率を加味し 15L/分（0.25L/

秒）を最低湧出量とする。 

b. レベル 2 

施設毎に原則 7時間の揚水で水需要量を賄うことが出来る水量とする。 

 

3）水質条件 

エチオピア飲料水水質基準を適用する。 

a. 現場水質試験 

♦ 現場水質試験は、携帯用水質測定器を用いて実施する。 

♦ 現場水質試験は、採水後速やかに行う。 

♦ 試験項目は、下記の 4項目とし、採水直後に測定する。 

♦ 現場水質試験による測定値に異常が見られる場合、該当する試験項目を室内水

質試験にて再試験するものとする。 

表 ３.１３ 現場水質試験項目 

項目 「エ」国基準 現場分析機器 

水温（℃） - 携帯用温度計 

pH 6.5-8.5 携帯用 pH メーター 

EC（電気伝導度） - 携帯用 EC メーター 

砒素 0.01mg/L フィールドキット 

 

b. 室内水質試験； 

♦ 室内水質試験は、原則、アジスアベバにある分析機関（Ethiopia Geological 

Surve または Water Works Design and Supervision Enterprise Laboratory 

Service）に依頼する。 

♦ 試験水の運搬方法、保存方法については、分析機関の指示を受け、適切な状況

での試験を行うものとする。これらの決定事項は、コンサルタントに報告し、

承認を得るものとする。 

♦ 室内水質試験項目は、次の 23 項目とする。 
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表 ３.１４ 室内水質試験項目 

「エ」国基準 検査場所 

試験項目 健康に有害な物質 
（最大許容量） 

苦情の出る 

レベル 
室内 

備考 

ホウ素 0.3mg/l - ○  

クロム 0.1mg/l - ○  

銅 5mg/l - ○  

フッ素 3.0mg/l - ○  

マンガン 0.8mg/l - ○  

硝酸塩 50mg/l - ○  

亜硝酸塩 6mg/l - ○  

アルミニウム - 0.4mg/l ○  

アンモニア  2mg/l ○  

塩化物 - 533mg/l ○  

全硬度 - 392mg/l ○  

硫化水素 - 0.07ｍｇ/l ○  

鉄 - 0.4mg/l ○  

ナトリウム - 358mg/l ○  

硫酸塩 - 483mg/l ○  

全溶解性物質 - 1776mg/l ○  

カルシウム - - ○  

アルカリ度 - - ○  

大腸菌 検出されないこと - ○  

色度 - 22 TCU ○  

臭気 - 臭わないこと ○  

味 - 不快でないこと ○  

濁度 - 7 NTU ○  

 

又、対象地域の石灰岩地域では、石膏層が起源とされる比較的高い濃度の硫酸カルシ

ウムを含有する地下水が分布する。そのため、硫酸カルシウムに汚染された地下水に関

しては、①石膏層のシーリング、②取水帯水層の選別等井戸仕上げ工事にて回避策を検

討することとする。 

 

4）標準井戸構造 

各集落の地質状況、掘削深度及びタイプ区分は表 ３．１４に示す通りである。 

 

a. 掘削する層相区分 

掘削対象集落 82 箇所で出現する地層は大きく分類して①未固結層（玉石混じり礫）、

②堆積岩、玄武岩（軟岩）及び③堆積岩類・基盤岩類（硬岩）の 3タイプである。 

 

b. 井戸掘削法 

井戸掘削法は地質区分によって次の 2つの工法とする。 

♦ エアハンマーによる DTH 掘削法（以下、DTH ハンマー法） 
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♦ 泥水循環式ロータリー掘削法（以下、泥水掘り） 

 

選定された対象集落の地質分布は、軟岩、硬岩地域が優勢で DTH ハンマー法による掘削

が多くの部分を占める。未固結層の掘削は泥水掘りを基本とするが、玉石混じりの場合に

は状況に応じて DTH ハンマー法を併用する。その場合、未固結層（玉石混じり礫）は、掘

削中孔壁が崩壊し易いことから、崩壊防止対策として防護用サービスケーシングをおろし

ながら掘進しなければならない（大口径で掘削して、サービスケーシングを設置し、その

ケーシングより小さい径のハンマービットを用いて下位を掘り進める）。 

泥水掘りでは、循環させる泥水の比重調整を行って、泥水に孔壁スタビライザーの役割

を持たせる。 

掘進能率から見て岩盤部は DTH ハンマー法、未固結層部は泥水掘りが有利であるが、両

者混在の地層からなる地点においては、中途で工法の変更をするよりは、いずれかの工法

に統一した方が効率的である。そのため泥水掘りと DTH ハンマー法の掘削は、以下のよう

な地層構成に応じて一貫した工法を採用する計画とする。 

これにより、掘進長比率は泥水掘りが約 30％に、DTH ハンマー法が 70％となる。 

♦ 泥水掘り 

－孔底まで未固結層が連続する地点 

－50m 以上の未固結層掘進ののち基盤岩にあたる地点 

♦ DTH ハンマー法 

－表層部を除き、ほぼ全区間を堆積岩、玄武岩が占める地点 

－地表下 20m 以内に基盤岩が出現する地点 

水理地質調査結果と、電気探査の結果より得られた比抵抗分布から類推した地層構成に

より各集落の掘削工法を決定した。 

 

表 ３.１５ 地質区分毎の井戸タイプ・掘削工法・施工数量・平均掘削深度 

地層区分 井戸タイプ 掘削工法 施工数量 平均掘削深度

（m） 

沖積層 

（玉石混じり礫から礫混じり砂

質土） 

タイプⅠ 泥水循環ロー

タリー式 17 100

堆積岩（主に石灰岩）及び玄武

岩 

タイプⅡ DTH ハンマー

式 21 95

堆積岩類、基盤岩類 タイプⅢ DTH ハンマー

式 44 83

タイプⅣ-1 泥水循環ロー

タリー式 
2 140

タイプⅣ-2 泥水循環ロー

タリー式 1 82

沖積層 

（玉石混じり礫から礫混じり砂

質土） 

タイプⅤ 泥水循環ロー

タリー式 3 116

合 計 88 - 
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5）井戸掘削深度 

井戸深度は各地層構成と既存井戸インベントリーを手がかりに帯水層を想定して決定

した。その結果、最小掘削深度は 60m、最長掘削深度は 150ｍ、平均掘削深度は 91m となる。 

基盤岩地帯においては、基本的に裂罅水を対象として掘削するため、含水亀裂系との交

差が重要なポイントとなる。従って、航空写真判読や現地地質踏査から構造線を把握する

必要がある。このような裂罅系に伴う水に関しては、地下水の賦存箇所が不明瞭であるた

め、掘削延長を長めにとることによって、含水亀裂系との交差頻度を高くすることとした。 

 

6）スクリーンケーシング 

対象地域においては帯水層の分布が一様で無い事が多いため、スクリーン位置とその範

囲を予測するのは困難である。従って、既存の井戸インベントリーを参考にして全長に対

するスクリーンの比率を 10:3 として計算することとした。 

掘削工事に際しては、掘削片の鑑定、掘削中の湧水状況の逐一記録及び電気検層を実施

し、取水深度を特定した後、適切な位置にスクリーンを設置することとする。 

表 ３．１５に井戸タイプ毎の総掘削延長に対する総スクリーン長を示す。 

 

表 ３.１６ 井戸タイプ別掘削延長と総スクリーン長 

地層区分 井戸タイプ 施工数量 平均掘削深度 

（m） 

掘削総延長 

（m） 

総スクリーン長

（m） 

沖積層 

（玉石混じり礫から礫混

じり砂質土） 

タイプⅠ 

17 100 1,700 510

堆積岩（主に石灰岩）及

び玄武岩 

タイプⅡ 

21 95 1,995 599

堆積岩類、基盤岩類 タイプⅢ 

44 83 3,652 1,096

タイプⅣ-1 

2 140 280 84

タイプⅣ-2 

1 82 82 25

沖積層 

（玉石混じり礫から礫混

じり砂質土） 

タイプⅤ 

3 116 348 105

合 計 88 - - 2,419
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7）井戸構造と掘削口径 

地層別井戸構造は以下の 4パターンとなる。 

表 ３.１７ 井戸構造と掘削口径 

構造タイプ 地層 対象井戸 掘削外形 

タイプⅠ 沖積層 ハンドポンプ用 

4 インチ PVC 

8-1/2 インチ以上 

タイプⅡ 堆積岩・玄武岩 ハンドポンプ用 

4 インチ PVC 

8-1/2 インチ以上 

タイプⅢ 堆積岩類・基盤岩類 ハンドポンプ用 

4 インチ PVC 

6-1/2 インチ以上 

タイプⅣ 沖積層 水中ポンプ用 

6 インチ PVC 

9-7/8 インチ以上 

タイプⅤ 沖積層 水中ポンプ用 

8 インチ PVC 

12-1/4 インチ以上 

 

タイプⅠ、Ⅱは崩壊性の地層である可能性が高いので、井戸の寿命を永く保つため

にスクリーン周りの砂利充填が必須条件となる（水の通りは保ちつつ砂の侵入を阻み、

かつ孔壁崩壊を防ぐための安定化充填物）。口径 4 インチの井戸ケーシング外周にク

リアランスを3～4cm幅で確保する必要があり、掘削孔口径は8-1/2インチ以上とした。

更に、タイプⅡでは、石膏層等地下水の汚染層を遮水するため、セメントグラウチン

グを行う。 

タイプⅢは、孔壁の自立性が高い岩盤であること及びグラウチング等の補助工法を

使用しないことから掘削外径を 6-1/2 インチ以上としたものである。 

タイプⅣ、Ⅴ（レベル 2 用）に関しては、水中ポンプを挿入するために必要なクリ

アランスを確保するためケーシングは 6～8インチとした。 

又、特に沖積層地域では井戸構造が破壊され砂が混入した井戸が散見され、維持管

理上大きな問題となっているため、今回は肉厚のケーシングパイプを用いて崩壊性孔

壁への耐圧性を向上させ井戸の寿命を延ばす工夫をする事とした。 

図 ３.２、図 ３.３にタイプ別の標準井戸構造図を示す。 
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8）井戸掘削成功率 

井戸の成功率の算定は過去 5 年間のティグライ給水施設建設公社（TWWCE）の掘削実績

197 本のデータを用いた。この結果、成功率は全体では 71％となり、今回の試掘調査結果

（69％）とほぼ同等の成功率が算定された。 

本プロジェクトにおいては、ワレダ毎の地質構成から、成功率を下記の 2つに区分する

こととする。 

表 ３.１８ 対象地質別の井戸成功率 

TWCCE データ 
地域別地質区分 対象ワレダ 掘削井数

（本） 
失敗井数7 
（本） 

成功率 
（％） 

沖積層、堆積岩及び 
玄武岩地域 

ｷﾙﾃｨ･ｱｳﾗｴﾛ、ｴﾝﾃﾞﾙﾀ、 
ﾋﾝﾀﾛ･ﾜｼﾞﾗﾄ、ﾗﾔ･ｱｾﾞﾎﾞ、ｱﾗﾏﾀ 

90 21 77 

基盤岩地域 ﾊｳｾﾞﾝ、ｺﾗ･ﾃﾝﾍﾞﾝ、ﾃﾞｸﾞｱ･ﾃﾝﾍﾞﾝ、

ﾀﾝｸｱ･ｱﾍﾞﾙｹﾞﾚ、ｻﾊﾙﾃｨ･ｻﾑﾚ 
107 36 66 

データ出典：TWWCE の 2001 年～2006 年の 5 年間のデータ 

 

9）井戸の成功・不成功の判定 

井戸の成功条件は下表のとおりとする。 

表 ３.１９ 成功井の条件 

項 目 条 件 

揚水量 

・レベル 1：原則 15L/分以上を成功とする 

・レベル 2：原則 7時間の揚水で水需要量を賄うことが出

来る水量（表 ３．１９） 

水 質 
エチオピア水質基準を採用し、その基準値を超えた場合は

不成功とする。 

水 位 ・レベル 1：動水位 45ｍ以浅の井戸を成功井とみなす 

 

 

 

 

 

                                                           
7 ここでの失敗井は掘削段階で空井戸と判明した本数であり、水質、水位による失敗井は含ん

でいない 
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表 ３.２０ レベル 2 揚水量 

ID No. District Site Discharge 
(L/min) 

JAL004 Alamata Gerjele town 312 
JAL005 Alamata Ula 150 
JRA001 Raya Azebo Hadealga 336 
JRA002 Raya Azebo Hirka 306 
JRA003 Raya Azebo Fondel 60 
JRA007 Raya Azebo Tachgubegala 72 

 

成功井戸判定の条件である揚水量、動水位及び水質を確認するために必要な作業を以

下に示す。 

泥水循環掘削工法は、未固結層の孔壁崩壊を防ぐために泥水を使用する。揚水試験、

水質分析を実施するには井戸洗浄が必要なため、ケーシング挿入、砂利充填等の作業ま

で完了する必要がある。 

DTH 工法は、軟岩、硬岩地域に採用する工法であり、孔壁が比較的安定しているので、

ケーシング挿入前に揚水量確認を実施する。 

ただし、井戸掘削工で空井戸と判断される場合は、揚水試験、水質分析を実施しない。 

表 ３.２１ 成功井判定に必要な作業 

工 法 井戸掘削工 ｹｰｼﾝｸﾞ挿入 井戸洗浄 揚水試験 水質分析 
泥水循環掘削 ○ ○ ○ ○ ○ 

DTH ○ × × ○ ○ 
○：作業を実施する ×：作業を実施しない 

 

井戸掘削工事のフローは、図 ３．４、図 ３．５に示すとおりである。 
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掘削地点確認

準備作業 機械移動・据付

井戸掘削工

第二候補地点選定

孔内検層

ケーシング挿入

砂利充填

発生土遮水

井戸洗浄

セメンチング

機械撤去

揚水試験

水質分析

不成功井
（水量不足）

　（動水位不適合）

不成功井
（水質不適合）

成功井選定

泥水循環掘削工法：成功井の作業範囲

不成功井の作業範囲

図 ３.４ 泥水循環掘削工法 井戸掘削工事フロー 
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掘削地点確認

準備作業 機械移動・据付

井戸掘削工

第二候補地点選定

孔内検層

ケーシング挿入

砂利充填

発生土遮水

井戸洗浄

セメンチング

機械撤去

揚水試験

水質分析

不成功井
（水量不足）

　（動水位不適合）

不成功井
（水質不適合）

成功井選定

DTH工法：成功井の作業範囲

不成功井の作業範囲

 

図 ３.５ DTH 工法 井戸掘削工事フロー 
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10）不成功井の取扱い 

 不成功井時の対応は下表のとおりとする。 

表 ３.２２ 不成功井時の対応 

項 目 対 応 

不成功井戸の処理 
砂充填後、水締め、締め固めを行って埋め戻しする 

1 集落（ゴテ）での 

最大本数 

1 集落での掘削数は最大 2 井とし、2 本とも失敗井の場合

には代替集落を考慮する。 

代替集落 

（代替掘削地点） 

代替集落は、基本設計調査でスクリーニングアウトされた

上位 15 集落とする（下表参照）。 

 

下表に代替集落候補地を示す。候補地の優先順位は、表 ３.２３の優先順に従う。 

代替集落の 15 集落がすべて不成功井戸の場合は、基本設計調査でスクリーニングアウ

トされた集落の代替集落以下の上位から選定する。 

表 ３.２３ 代替掘削集落候補地点 

優先順  PJ ID   郡 
（Woreda） 

タビア 
（Tabia） 

村落 
（Kushet） 

ゴテ 
（Gote） 

2015 年給水人口 施設タイプ 

1 JKA020 Kilte Awlaelo    Gemade    Tsaedanaele    Emhabi   476 Level 1 

2 JKA002 Kilte Awlaelo    Mai quiha    Maidaero    Maakedi   439 Level 1 

3 JHW018 Hawzen    Meztey    Meztey    -  549 Level 1 

4 JHW012 Hawzen    Simret    Adibeles    -  1,483 Level 1 

5 JTA010 Tanqua Abergele    Siye    Gomenge    Gomenge   470 Level 1 

6 JKT015 Kola Temben    Debregenet    Debrehafash    Deda   390 Level 1 

7 JAL016 Alamata    Selam bikalsi    Gendagaro    Gendagaro   528 Level 1 

8 JHW020 Hintalo Wajirat    Waza Adiawena   Waza    Keyh hamed  366 Level 1 

9 JHW019  Hintalo Wajirat    Waza Adiawena   Gerawa    Nazgi   610 Level 1 

10 JKT018 Kola Temben   Guya   Dansemere   Dansemere    390 Level 1 

11 JDT002 Degua Temben Mahiberesilase Mahibere mereb Adinefti 390 Level 1 

12 JKA011 Kilte Awlaelo Awolo Adibtsiat Adibtsiat 354 Level 1 

13 JKA006 Kilte Awlaelo Aynalem Adiwerema Adiwerema 1,464 Level 1 

14 JSS016 Seharti Samre Adis Alem Hantebat Hantebat 366 Level 1 

15 JTA004 Tanqua Abergele Felegehiwot Misaza Misaza 732 Level 1 
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（３）給水施設の設計条件 

ティグライ州は Technical Design Standard（技術設計基準）を整備しており、レベ

ル 1 及びレベル 2 の計画、設計条件については原則これに準拠する。 

1）レベル 1 給水施設（ハンドポンプポンプ付給水施設） 

ハンドポンプ付き給水施設の設計条件を下表に示す。 

表 ３.２４ ハンドポンプ付き施設の設計条件 

項目 基準 

計画給水原単位 15L／人／日 

計画給水人口 400 人／日／井 

ハンドポンプ運転時間 8.5 時間／日 

（平均） 約 90m ボアホール深度 

（想定） （最大） 約 150m 

ボアホール掘削口径 6-1/2”～8-1/2” 

ケーシング及びスクリーン径 4” 

ハンドポンプ アフリディブタイプ 

ハンドポンプ揚水能力 12～20 L／分 

井戸周辺構造 ポンプ基礎、エプロン、排水溝 

家畜用水飲み場 計画対象外 

井戸周辺保護施設 裨益者側負担 

出典：ティグライ州技術設計基準及び基本設計調査団による調査 

 

2）レベル 2 給水施設（新設給水施設及びリハビリ給水施設） 

TWRMEB との協議において確認した設計条件のうち、主要条件を下表に示す。 

表 ３.２５ 計画・設計条件 

項目 計画・設計条件 

生活用水原単位 15 L／人／日 

学校専用水原単位 8 L／人／日 

診療所専用水原単位 25 L／人／日 

教会原単位 15 L／人／日 

有
効
水
量 

モスク原単位 15 L／人／日 

計
画
一
日
平
均
給

水
量 

無効水量 上記有効水量の 20%とする。 

計画一日最大給水量 計画一日平均給水量の 1.2 倍とする。 

計画時間最大給水量 計画一日最大給水量の 2.4 倍とする。 

配水本管における有効水頭 現行の給水状況に準拠し、給水管分岐点に

おける最小有効水頭を 4m 程度とする。 

水中ポンプの一日あたり運転時間 現行に従い原則 7 時間とするが、水源能力

が乏しい一部の集落については運転時間

を延長して対応する。 

公共水栓の開栓時間帯 朝、昼に各 3 時間、夜に 4 時間開栓の計

10 時間とする。 

配水池容量 一日あたりの公共水栓の開栓時間から計

画一日最大給水量の 40%を見込む。 
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送配水管路の水理計算式 ヘーゼン・ウイリアムス式 

上記水理計算に使用する流速係数 C 値：110（DIP 及び GS） 

出典：ティグライ州技術設計基準及び基本設計調査団による調査 

 

（４）給水施設計画 

送水方式は、水中ポンプでボアホールから水を配水池へ送水する計画とする。しかし

ながら、一部の施設（ラヤ・アゼボ郡: ハデアルガ集落）においては、水源の位置、集

落形態や地形条件から判断し、2 池の配水池のうち 1 池へは直接送水が不可能であるた

め、増圧ポンプを計画する。 

一方、配水方式は、維持管理費などの低減を図り、また持続可能な維持管理を行うた

めに、原則的に自然流下方式を計画する。以下にレベル 2 の施設概念図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象集落：ﾄﾞﾄﾞﾀ、ﾊﾃﾞｱﾙｶﾞ･ｶｨ・ﾀｸﾘ 集落を除く新設給水施設集落(7

施設)及びリハビリ集落(3 施設) 

図 ３.６ 給水施設概念図（No.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象集落：ﾄﾞﾄﾞﾀ集落 

図 ３.７ 給水施設概念図（No.2） 
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対象集落：ﾊﾃﾞｱﾙｶﾞ集落 

図 ３.８ 給水施設概念図（No.3） 

 

上記 No.1 は、ボアホールから水中ポンプで配水池まで送水し、自然流下で一個所ある

いは複数箇所の公共水栓に配水するタイプである。No.1 の対象施設は、表 ３.２６に示

すようにラヤ･アゼボ郡の施設 No.3（ﾊﾃﾞｱﾙｶﾞ、ｶｨ･ﾀｸﾘ集落）と施設 No.6（ﾄﾞﾄﾞﾀ集落）

を除く新規給水施設を対象とする 7施設と、さらにリハビリを対象とする 3施設である。 

No.2 は対象施設は一つであるが、集落が一部散在しているため、配水区域が二つに分

かれるシステムである。いずれもボアホールから汲み上げた水をそれぞれ二つの配水池

へ送水し、自然流下で複数箇所の公共水栓に配水するタイプである。No.2の対象集落は、

ラヤ・アゼボ郡の施設 No.6（ﾄﾞﾄﾞﾀ集落）のみである。 

No.3 は、対象集落が 2 つにまたがり地形条件などから配水区域が二つに分かれる。そ

のため、ボアホールから水中ポンプで一旦ﾊﾃﾞｱﾙｶﾞ集落用配水池まで送水し、さらにそこ

から増圧することによってｶｨ･ﾀｸﾘ集落用配水池まで送水する。No.3 は、配水池からはい

ずれも自然流下で複数箇所の公共水栓に配水するタイプである。No.3 の対象施設は、ラ

ヤ･アゼボ郡の施設 No.3（ﾊﾃﾞｱﾙｶﾞ、ｶｨ･ﾀｸﾘ集落）のみである。 

 

（５）給水施設の仕様概要 

1）レベル 1 給水施設（ハンドポンプ付給水施設） 

①ハンドポンプ本体 

アフリディブタイプのポンプ（最大揚程 45m）を採用する。また、揚水管長は、乾期

における水位降下を考慮し、ポンプの最大能力である 45m と設定する。 

 

②プラットホーム 

ティグライ州で一般的に普及しているコンクリート製のプラットホームを採用する。

公共水栓

ボアホール

水中ポンプ 公共水栓

増圧ポンプ

配水池

配水池
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なお、ハンドポンプ井戸は揚水量も少なく基本的に飲料水供給を目的としているため、

家畜用水飲み場は設置しない方針とする。 

ポンプ周りは、衛生状態を保つ目的と、家畜の侵入を防ぐため、防護策を設けること

とするが、住民の自助努力で設置する方針とする。 

 

2）レベル 2 給水施設（新設給水施設及びリハビリ給水施設） 

①ボアホール 

ボアホールの最終仕上がり口径は、電動式水中ポンプの仕様に応じて 6 インチあるい

は 8 インチとする。 

 

②水中ポンプ 

水源ポンプについて、ティグライ州はポンプ本体及びスペアパーツの調達の容易性か

ら判断し、Mono ポンプなどの既存のボアホールリフトポンプから電動式水中ポンプに随

時更新している。従って、本計画においても、メーカーや基本仕様の統一化を図るため

に、電動式水中ポンプを計画する。ポンプ流出側には流量管理を行うために、流量計を

設置する。 

 

③ 増圧ポンプ 

ｶｨ･ﾀｸﾘ集落へ送水する増圧ポンプは、ティグライ州において一部利用されている陸上

ポンプを採用する。なお、ポンプの運転方式はﾊﾃﾞｱﾙｶﾞ集落用配水池を利用し、押し込み

式とする。 

 

④ 配水池 

劣悪な立地環境や社会環境の下、構造物の耐久性、建設リスクの低減及びコスト縮減

を図るため、25、50、100m3の地上式の配水池については石積みとコンクリートを組み合

わせたサンドイッチ式構造を適用する。この構造は、小規模サイズ（100m3以下の地上式）

の場合、「エ」国全州で標準化されているタイプである。 

一方、10m3以下の高架式については、現在他州においても多くの実績があるポリエチ

レン製の Roto タンク8を計画する。これは、スチール製の既存高架タンクが錆びで腐食

し、その影響で漏水が著しく発生している現状を踏まえ、また Roto タンクの施工の容易

性から判断した。 

なお、配水池の流出部に流量計を設置する。 

 

                                                           
8 エチオピア国内で、汎用的に流通しているポリエチレン製の水槽 
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⑤公共水栓 

現在、ティグライ州において多様な形式の公共水栓が既存している。本計画では、利

便性のよい構造の公共水栓を計画する。水利用者にとって給水容器（ポリタンク）を担

ぎ易い高さの構造とし、ドラム缶への注水可能な専用場所を確保し、6 栓式の公共水栓

を計画する。公共水栓の周囲には水たたき及び排水溝を築造する。また、公共水栓への

流入部に水道メータを設置する。 

 

⑥送配水管路 

配水方式は、維持管理費などの低減を図り、また持続可能な維持管理計画を行なうた

めに、自然流下方式を計画する。管路径の決定にあたっては、法定耐用年数（約 15 年）

から考え、2025年程度までの人口にも対応可能な計画とする。本計画では施工性が良く、

耐久性に優れているプッシュオンタイプのダクタイル鋳鉄管を適用する。ただし、50mm

以下の配管については、ダクタイル鋳鉄管が汎用的に製造されていないため、GS 管を採

用する。管路の計画最小管径は、将来的な拡張計画を考慮し、1 インチとする。 

管路の布設については、計画対象地域では大型車輌の通行がないことからティグライ

州の技術設計基準に基づいて最小土被りを 80cm（掘削幅：60cm）とする。岩盤であって

も、原則露出配管は計画せず、20～30cm まで岩盤をはつり、さらにコンクリートで管路

を保護する計画とする。これは、人的活動や家畜の行動などによる管路の損傷を避ける

ための方針である。 

 

⑦排泥弁 

管路上で凹部になっている箇所においては、沈泥などを円滑に排出するために排泥弁

を設置する。 

 

⑧家畜用水飲み場 

家畜用水は、将来の水需要量に含まれていないものの、配水池の越流水や公共水栓か

らの排水が利用可能であるため、家畜用水飲み場とその周辺管路を計画する。なお、設

置数は 1 施設 1 箇所とする。 

 

⑨水中ポンプの動力設備 

ポンプ施設の近傍に商用電力設備が既存している集落では、将来的な維持管理費の削

減を図るために商用電力設備から電力を供給する方針とする。それ以外の施設について

発電機を使用する。 
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表 ３.２６ 新設給水施設概要 

ワレダ 集落 水中 増圧 形態 商用電源ま
での距離

(m)

管径
(mm)

管延長
(m)

地上式 高架式
*1 管径

(mm)
管延長

(m)

1 ゲルジェレ 1 新規掘削 1 0 商用 400 150 906 1 配電盤室 50 0 40-75 391

2 ウラ 1 新規掘削 1 0 発電機 - 75 717 1 発電機室 25 0 50-75 638

ハデアルガ 1,400

カィ・タクリ 850

ヒルカ

アディアレバチェレ

バチェンルカタン

5 フォンデル 1 新規掘削 1 0 発電機 - 75 2,136 1 発電機室 25 0 50 129

6 ドドタ 1 試掘井転用 1 0 発電機 - 40-100 2,384 1 発電機室 25 4 40-75 1,166

7 ハディシキン 1 試掘井転用 1 0 発電機 - 75 681 1 発電機室 25 0 75 280

8 ガマダディ 1 試掘井転用 1 0 発電機 - 75 1,326 1 発電機室 25 0 40-75 1,410

9 タチュグベガラ 1 新規掘削 1 0 発電機 - 75 771 1 発電機室 25 0 75 127

9 9 1 23,518 10 11,763

*1: ドドタはRoto製高架タンク

BH
（箇所）

新規掘削

新規掘削

機械室
（箇所）

2 配電盤室
ポンプ室

1 配電盤室

合計

0

送水ポンプ
(台)

配水管路

1 1

商用 100-150 6,140 50×2

公共水栓
(箇所)

1

ア
ラ

マ
タ

動力源 送水管路 配水池
(m3)

給水対象区域

ラ
ヤ

・
ア

ゼ
ボ

1 1 40-75 3,0160

100 40-150 4,6040商用 50 150 8,456

施設
No.

3

4

3

2

4

5

1

22

1

3

1

2

 

表 ３.２７ リハビリ給水施設概要 

ワレダ 集落 水中 増圧 形態 商用電源ま
での距離

(m)

管径
(mm)

管延長
(m)

地上式 高架式
*1 管径

(mm)
管延長

(m)

10 ディラティ 1 既存井戸利用 1 0 発電機 - 25 15 1 発電機室 4 40 200 1

11 コパン 1 既存井戸利用 1 0 発電機 - 40 15 1 発電機室 10 40 50 1

12 ガナティ 1 既存井戸利用 1 0 発電機 - 25 15 1 発電機室 4 40 70 1

3 3 0 45 15 320 3

*1: Roto製高架タンク

BH
（箇所）

送水管路 配水池
(m3)

配水管路 公共水栓

(箇所)*2
機械室
（箇所）

給水対象区域 送水ポンプ
(台)

動力源

ラ
ヤ
・
ア
ゼ
ボ

合計

施設
No.
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（６）レベル 1 の応札及び清算方法 

1) 応札 

応札に係り、入札図書にはレベル 1 井戸建設工事数量を明示する。 

工事数量は以下に示す。 

表 ３.２８ レベル 1 井戸工事数量 

構造タイプ 成功井本数 不成功井本数 掘削総本

数 
成功率 77％ 66％ 計 77％ 66％ 計  

タイプⅠ 17 － 17 6 － 6 23
タイプⅡ 17 4 21 6 3 9 30

タイプⅢ 7 37 44 3 20 23 67

合 計 41 41 82 15 23 38 120

表 ３.２９ レベル 1 揚水試験・水質分析数量 

試験項目 揚水試験 水質分析 
構造タイプ 成功井 不成功井 計 成功井 不成功井 計 
タイプⅠ 17 6 23 17 6 23
タイプⅡ 21 9 30 21 9 30
タイプⅢ 44 23 67 44 23 67
合 計 82 38 120 82 38 120

応札時の BQ 表を以下に示す。 

不成功井戸の応札単価は、泥水循環工法であるタイプⅠはケーシング費を含むが、

DTH 工法のタイプⅡおよびタイプⅢはケーシング費を含まない。 

表 ３.３０ レベル 1 BQ 表 

名   称 数量 単位 単価（JY） 金額（JY） 
成功井戸 タイプⅠ 17 箇所 応札単価 A 応札金額 A 
成功井戸 タイプⅡ 21 箇所 応札単価 B 応札金額 B 
成功井戸 タイプⅢ 44 箇所 応札単価 C 応札金額 C 

小  計    成功井戸応札金額計 
不成功井戸 タイプⅠ 6 箇所 応札単価 D 応札金額 D 
不成功井戸 タイプⅡ 9 箇所 応札単価 E 応札金額 E 
不成功井戸 タイプⅢ 23 箇所 応札単価 F 応札金額 F 

小  計    不成功井戸応札金額計 
揚水試験 120 箇所 応札単価 G 応札価格 G 
水質分析 120 箇所 応札単価 H 応札価格 H 

小計    試験応札金額計 
プラットフォーム 82 箇所 応札単価 I 応札価格 I 

合  計    応札金額合計 
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2) 工事完了と清算 

井戸建設工事の完了及び清算は、以下のように判断する。 

① 成功井戸合計が 82 本に達した時点で、不成功井戸が計画本数 38 本以下の場合、応

札工事費残額（応札工事費と実施工事費の差額）が 1 箇所当たり施設金額（井戸工

事費、試験費及びプラットフォーム工事費の合計金額）未満になるまで工事を継続

する。サイトは代替集落リストの上位より選定する。 

この場合、成功井戸本数は、計画本数 82 本以上となる。 

② 成功井戸合計が 82 本に達する前に不成功井戸が計画本数 38 本を超えた場合、応札

工事費残額と 1 箇所当たり施設金額を比較し、応札工事費残額が 1 箇所当たり施設

金額未満になるまで工事を継続する。 

この場合、成功井戸本数は、計画本数 82 本を下回ることになる。 

③ 応札工事費残額が１施設金額未満となった時点で工事完了とする。 

④ 工事完了時の応札工事費残額は、直接工事費の設計変更にて精算する。 

⑤ 設計変更は、契約書の BQ 表を使用して実施する。 
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３-２-２-２ 機材計画 

（１）調達資機材 

本プロジェクトで供与される資機材の一覧は下表に示すとおりである。 

表 ３.３１ 資機材リスト 

番号 機材名 内容（仕様、寸法等）用途 数量 数量

A1 サービスリグ 車輌：4×4 or 6×4
油圧自立式マスト（H=最低9m）
ホイスチングライン（吊上重量：5.0ton以上）
サンドライン（吊上重量：2.5ton以上）
高圧ポンプ（流量：500L/min以上、圧力：1.96Mpa以上）
低圧コンプレッサー（空気量：8m3以上、圧力：1.0Mpa以上）
高地仕様

B1 クレーン付トラック 車輌総重量：10ton以上
（揚水試験用機材運搬運搬用） 駆動：4×4

荷台：床鉄製、4.0m
ディーゼルエンジン
クレーン吊上能力：3ton（最大）
高地仕様

B2 水中ポンプ 400L/min×140mH以上：1台
上記の揚水管：140m以上
100L/min×80mH以上：1台
上記の揚水管：80m以上
ポンプ制御盤
井戸蓋、井戸ベンド管ほか

B3 発電機 380V、50Hz、50KVA以上
3相4線
高地仕様

B4 三角堰 最大流量：450L/min程度

B5 水位計 ポータブルタイプ
測定深度：150m

B6 pHメーター ポータブルタイプ
測定値：0～14

B7 電気伝導度／TDSメーター ポータブルタイプ
測定値：0～19.9mS/cm以上（電気伝導度）
測定値：0～100mg/L以上（TDS）

B8 ORPメーター ポータブルタイプ
測定値：0～±1999mV

B9 濁度計 ポータブルタイプ
測定値：0～800NTU以上

C1 クレーン付トラック 車輌総重量：10ton以上
（ハンドポンプ井戸改修用） 駆動：4×4

荷台：床鉄製、4.0m
ディーゼルエンジン
クレーン吊上能力：3ton（最大）
高地仕様

台1

1 台

台1

1 台

式1

1 台

1

1

式

台

2 台

1

1 台

台

 



第３章 プロジェクトの内容 
 

３-３８ 

 

（２）調達資機材の必要性と数量根拠 

1）井戸維持管理用機材 

A-1 サービスリグ：1 台 

実施機関である TWREMB は、井戸改修用のサービスリグを 1 台保有し、既存井戸

の改修事業を行なっているが、リグの老朽化とスペアパーツ入手の困難性から改

修作業に支障をきたしている。そのため、継続的な改修事業を推進するため、リ

グの更新を目的として我が国に機材供与を要請したが、その内容は、井戸口径 12

インチ、深度 250m の都市給水をカバーし得る、非常に能力の高いリグであった。

その後、本件調査の中で先方と協議した結果、村落部における既存井戸および本

件の試掘井をカバーする最大口径 8 インチ、深度 150m 程度の井戸改修を可能とす

る規模の機材で合意が得られた。 

以上の経緯から、選定機材は、最大口径 8 インチ、深度 150m 程度の井戸改修を

対象としたサービスリグとする。 

 

♦ 車輌の仕様 

サービスリグは、機能性、作業性を考慮し、必要機材を架装した専用サービス

リグとする。エンジンは高地仕様（最大標高 2500m）とし、駆動形式は 4×4 or 6

×4 とする。 

 

♦ 井戸改修機材 

ティグライ州で一般的に行われている改修工法は、ベーリング洗浄、ブラッ

シング洗浄およびジェッティング洗浄であるため、これらの工法をカバーする

機材を計画する。なお、これら機材は既設井戸の口径を考慮し、4 インチ、6 イ

ンチ、8 インチの各々井戸に対応するものとする。 

 

♦ コンプレッサー 

コンプレッサー容量は想定される井戸深度 150m を考慮して以下のとおりとす

る。 

 吐出圧：1Mpa 以上（10kgf/cm2以上） 

 吐出量：8.0m3/min 以上 

 

2）揚水試験用機材 

B1 クレーン付トラック：1 台 

当機材は、主に揚水試験用機材運搬や水中ポンプの設置等に利用する。また併せ

て、サービスリグに搭載できない関連機材の運搬に利用する。なお、井戸洗浄と揚

水試験は、同一日程での実施を想定せず、当該車輌の積載重量の低減化（または調
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達数量の軽減）を図る。 

♦ 車輌の仕様 

積載重量は、揚水試験用機材の総重量から 3ton 以上とし、車輌の荷台長は水

中ポンプの揚水管長を考慮し 4m 以上とする。 

また、駆動方式は、雨季におけるアクセスの悪化を考慮し、四輪駆動タイプ

とする。 

 

♦ クレーン能力 

クレーンの吊り荷重は、本件で調達されるレベル 2 井戸（140m×400L/min）の

水中ポンプの据付・引上げ時の重量、発電機の吊上げ重量と作業半径を考慮して

3ton（作業半径 2.5m 時）以上とする。 

 

B2 水中ポンプ：2 台 

揚水試験は井戸洗浄終了後に、井戸能力の判定のために（揚水量の特定）実施さ

れる。調達数量は、ティグライ州の計画・既存井戸を考慮し、レベル 1 井戸、レベ

ル 2 井戸の各々1 台とする。 

① レベル 1 井戸（4 インチ）に対応する機種で、計画・既存井戸の揚水量とハ

ンドポンプ井戸の最大揚程を考慮し、深度 80m、流量 100L/min 程度のもの

を選定する。 

② レベル 2 井戸（6、8 インチ）に対応する機種で、既存井と試掘井の水位・

揚水量を考慮し、深度 140m、最大流量 400L/min 程度のものを選定する。 

 

B3 発電機：1 台 

上記水中ポンプの動力源として発電機を計画する。仕様は、上記レベル 2 井戸の

水中ポンプの起動に必要な容量（kVA）とする。 

 

B-4 三角堰：1 台 

当機材は、揚水量を計測するための計測枡であり、揚水試験の計測において、最

も容易でかつ精度の高い計測器（方法）である。仕様は、レベル 2 井戸の水中ポン

プの最大流量を考慮し 450L/min とする。 

 

B5 水位計：1 台 

地下水位は季節によって変化するだけでなく、数年のオーダーで変化するもので

あり、その定期観測は井戸の維持管理においても最も基本的な項目である、従って、

持ち運びの容易な簡易水位計を計画する。仕様は、上記レベル 2 井戸の水中ポンプ

の全揚程 140m に 10m の余裕を見込み H=150m とする。 

 

B6 pH メータ：1 台 

揚水試験時にファイルにて最低限必要な水質データを得るため、操作の簡単な携
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帯用水質測定機材を計画する。 

 

B7 電気伝導計/TDS メータ：1 台 

電気伝導度（EC）は、大気に触れた直後から数値が変動するため、現場測定が望

ましい水質分析項目である。0～19.9ms/cm が計測できる仕様とする。TDS は全溶存

固形物量を測定するものであり、0～100mg/L を測定する。なお、現場での使用を考

慮して、携帯型を計画する。 

 

B8 ORP メータ：1 台 

酸化還元電位（ORP）は、水質の酸化・還元の状態を示すものであり、鉄や砒素

などの水質項目に密接に関連している。大気に触れた直後から数値が変動するため、

現場測定が望ましい分析項目である。当機材は、酸化還元電位に特化した分析機器

であり、一般的な基準とされる 0～±1999mv が計測できる仕様とする。なお、現場

での使用を考慮して、携帯型を計画する。 

 

B9 濁度計：1 台 

濁度は、大気に触れた直後から数値が変動するため、現場測定が望ましい水質分

析項目である。当機材は、濁度分析に特化した分析機器であり、一般的な基準とさ

れる 0～800NTU が計測できる仕様とする。なお、現場での使用を考慮して、携帯型

を計画する。 

 

3）作業・運搬用機材：2 台 

C1 クレーン付トラック 

当機材は、主にハンドポンプの運搬・据付・引上げに使用する。また、併せて中

央修理工場から北部、中央ゾーンへのパーツの補給および更新用ハンドポンプの運

搬に利用する。 

 

♦ クレーン能力 

作業半径は、ティグライ州の技術基準に規定されているプラットホーム幅に、

アウトリガ分の延長を考慮した 5m とし、この時の吊り上げ荷重は、ハンドポン

プの揚水管の重量（H=80m 時）に余裕を見込み 1ton 以上とする。なお、市販の

トラック搭載用クレーンの内、上記要件を満たすクレーン機種は公称吊上荷重が

2.9ton であり、これは前述の揚水試験用（B1）トラックに搭載するクレーンと

同じものになる。 

 

♦ 車輌の仕様 

上記のクレーンが設置可能で、かつ四輪駆動タイプを選定する。車輌総重量は、

まとまったハンドポンプの機材運搬も想定し 10ton 以上とする。 
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（３）主要資機材調達区分 

本計画で調達されるすべての機材は「エ」国内で生産しておらず、日本国か第三国調

達となる。調達国は、品質保証、納期の確実性および調達の容易性を勘案して決定する

方針とする。下表に資機材の調達先を示す。 

表 ３.３２ 資機材調達区分 

資機材名 日本 第三国 備考 
井戸維持管理用機材    

サービスリグ ○   
揚水試験用機材    

クレーン付トラック ○   
水中ポンプ設備一式 ○ ○ 日本または EU 諸国

発電機 ○ ○ 日本または EU 諸国

三角堰 ○   
水位計 ○   
pH メータ ○   

電気伝導度/TDS メーター ○   
ORP メーター ○   
濁度計 ○   

作業・運搬用機材    
クレーン付トラック ○   
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３-２-３ 基本設計図 

本事業の基本設計図を次頁以降に示す。 
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第３章 プロジェクトの内容 

３-６３ 

３-２-４ 施工計画／調達計画 

３-２-４-１ 施工方針／調達方針 

本プロジェクトは、日本の無償資金協力案件として実施されることを前提として、以

下の方針により事業を実施する。 

（１）実施体制 

① 本プロジェクトの実施機関は、ティグライ州水資源・鉱山・エネルギー局（TWRMEB）

である。 

② TWRMEB は実施に際して詳細設計、入札図書の作成、入札にかかる補佐、建設工

事、資機材調達の監理といったサービスを受けるために本邦コンサルタントを雇

用する。 

③ TWRMEB は本邦建設業者と工事および調達契約を結び、コンサルタントが施工監

理および調達監理を行なう。 

④ 事業実施後の施設および機材の維持管理・運営は TWRMEB に移管される。 

 

以上を踏まえた事業実施の体制は図 ３.２９の通りとなる。 

日本側請負業者

日本国政府
E/N調印

国際協力機構

資金協力支援部

日本側コンサルタント

施工監督
調達監理

契約書

認証手続き

業務進行

状況報告

ティグライ州水資源・
鉱山・エネルギー局

（TWRMEB）

コンサル

契約

コンサルティング

サービス

（施工監理）
（調達監理）
（ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）

工事・調達
契約

受益住民・TWRMEB

施設・機材
引渡し

水管理委員会への訓練
（ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）

運営・
維持管理指導

G/A締結
実施促進

 

図 ３.２９ プロジェクト実施体制 



第３章 プロジェクトの内容 

 ３-６４

（２）施工方針 

① 本計画は、レベル 1 給水施設とレベル 2 給水施設にロットを分割して実施する。

レベル 1 給水施設は、井戸建設が全行程でクリティカルとなり、業者契約から完

成まで 20.1 ヶ月を要する。レベル 2 給水施設は、管材調達を含む管路工事が全

工程でクリティカル工事となり、業者契約から完成までに実質 26.8 ヶ月を要す

る。本件の実施にあたっては 3 年度に亘る A 国債案件とする。 

② 井戸建設に関しては、集落が分散しているうえ、削井本数が多く、水理地質上の

条件も複雑であるため、施工中の的確な判断が必要である。さらに一部の集落で

は、硫酸濃度の高い汚染層に対するシーリング技術等の特殊な削孔技術を必要と

する。従って、本工事では、日本人さく井技術者の指導の下、現地井戸業者を使

って削井工事を行なうものとする。 

③ 施設建設に関しては、配水池などの水密性を要求されるコンクリート工事やポン

プ設備・電気設備の据付工事などがあり、また、送配水管の布設工事については、

配管総延長が約 36km と長く、全体工程上クリティカルな工種であるため、綿密

な工程管理、材料管理および品質管理が要求される。そのため本計画では品質・

工程・安全の 3 要素の管理について総合的にマネジメントのできる日本人技術者

や技能工の管理の下で、現地行業者を活用したで施工管理体制とする。 

④ 「エ」国では、ポンプ据付や受配電設備工事等を総合的に施工できる技術者が少

ないため、当該工事の実施においては本邦の電気・設備技能工をｽﾎﾟｯﾄ派遣する。 

 

（３）調達方針 

① 本件の機材調達は、機器製図作成から機材発注製作まで約 8 ヶ月、海上輸送、内

陸輸送及び通関、さらに検査・検収に必要な期間に約 3 ヶ月を見込み、合計約

11 ヶ月を要する。 

② 日本調達（または第三国調達）機材については、現地で安価な交換部品を容易に

入手することは困難であると考えられるため、交換部品を調達機材に含めること

とする。交換部品は、1 年間の維持管理に必要なものとし、これ以後の部品調達

は、被援助国の負担とする。 

③ 井戸維持管理用機材として調達されるサービスリグは、特殊車輌のため、調達業

者の本邦指導員による初期操作指導を実施する。 

 

３-２-４-２ 施工上／調達上の留意事項 

（１）集落へのアクセシビティー 

乾期における対象集落へのアクセスは問題ないが、雨季は道路状態が悪化し、場所に

よってはアクセス困難となることが予想される。そのため、集落ごとにアクセシビリテ

ィーを十分検討の上、工事工程を計画する必要がある。 

 



第３章 プロジェクトの内容 

３-６５ 

（２）安全管理 

ティグライ州北部のエリトリアの国境付近は避難勧告地域で、同州南部のアラマタ郡

から州都メケレを結ぶ幹線道路の東側も国連の安全基準でレベル 3 に指定されている。 

 プロジェクト対象地域は、ティグライ州の南東部に位置しており、安全上大きな問題

はないが、対象集落の周辺は一部で携帯電話が通じるものの、全体としては通信事情が

大変悪い地域である。従って緊急用の連絡手段として衛星携帯電話を常備する必要があ

る。 

 

（３）免税措置手続き 

免税措置に必要な手続きは、TWRMEB をはじめ、税務局（RBA）、エチオピア関税局（ECA）

など複数の関係機関が関与し、多くの時間を要することが予想される。本事業の免税手

続きのイニシアチィブは TWRMEB が実施することとなるが、コンサルタントと建設業者側

でも「エ」国の免税に係る法律、規則を十分理解し、迅速な書類作成と申請手続きを行

なうことが必要である。 

 

３-２-４-３ 施工区分／調達・据付区分 

日本側と「エ」国側の施工負担区分は下表のとおりである。 

表 ３.３３ 日本側と「エ」国側の施工負担区分 

施工負担区分 日本国側 「エ」国側

1. ハンドポンプ付井戸給水施設 
 1.1 建設用地の確保 
 1.2 アクセス道路整備 
 1.3 工事用仮設用地の提供 
 1.4 井戸建設工事 
 1.5 プラットホーム建設、ハンドポンプ据付工事 
 1.6 フェンス工事 
2. 動力ポンプ井戸給水施設 
 2.1 井戸建設 
   1）建設用地の確保              
   2）アクセス道路整備 
   3）工事用仮設用地の提供 
   4）井戸建設工事 
 2.2 配水池建設                

   1）建設用地の確保 
   2）アクセス道路整備 
   3）配水池建設工事 
 2.3 発電機室、公共水栓・家畜用水飲み場建設 
   1）建設用地の確保 
   2）アクセス道路整備 
   3）発電機室建設工事 
   4）公共水栓・家畜用水飲み場建設工事 
   5）フェンス・ゲート建設工事 
 2.4 送・配水管路布設             

 
 
 
 

○ 
○ 

 
 
 
 
 
 
 

○ 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

○ 
○ 

 
 

 
○ 
○ 
○ 

 
 

○ 
 
 
 

○ 
○ 
○ 

 
 

○ 
○ 

 
 

○ 
○ 

 
 

○ 
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   1）建設用地の確保              
   2）アクセス道路整備             
   3）送・配水菅布設工事            
 2.5 動力ポンプ、発電機設置          

   1）動力ポンプ、発電機の設置工事       
   2）送電線、配電線引き込み工事        

3. リハビリ工事                 

 3.1 建設用地の確保              

 3.2 アクセス道路整備 
 3.3 送・配水菅布設工事 
 3.4 発電機室、公共水栓・家畜用水飲み場建設工事

 3.5 動力ポンプ、発電機の設置工事 
 3.6 フェンス・ゲート工事 

 
 

○ 
 

○ 
 
 
 
 
 

○ 
○ 
○ 

 

○ 
○ 

 
 
 

○ 
 

○ 
○ 

 
 
 

○ 

 

３-２-４-４ 施工監理計画／調達監理計画 

（１）実施設計 

①「エ」国側負担工事の予算措置や進捗状況の確認 

② 水理地質にかかる補足調査の実施 

③ 新規井戸建設の位置決定 

④ 対象全村落の踏査と施工上の留意点の再確認 

⑤ EWTEC 側と本件のソフトコンポーネントに関する確認・協議 

⑥ BD 時との設計変更の取りまとめ 

⑦ 気象、地形、地質の諸条件の再確認 

⑧ レベル 2 給水施設の試掘調査 

⑨ レベル 2 給水計画の再検討 

⑩ 建設資材、労務単価、機材レンタル費等の再確認 

⑪ 実施機関の機材保管場所等の確認 

 

（２）入札図書の作成 

実施設計に基づき入札図書を作成するとともに、入札業務に必要な書類を作成し、そ

の内容について「エ」国側と協議し、承認を得る。 

 

（３）入札業務の代行 

入札公示、入札資格審査、入札図書配布、応札書の受理およびその分析・評価を「エ」

国を代行して行うとともに、「エ」国政府と落札業者間の契約締結の補助を行なう。 

 

（４）施工/調達機材の調達監理業務、ソフトコンポーネント 

コンサルタントは、給水施設建設工事に係る施工監理、供与機材の調達監理およびソ

フトコンポーネントを行なう。 
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1）施工監理 

①施工図等の審査・承認 

②品質管理の検査、承認 

③不成功井が発生した場合の対処 

④発生する問題点の対処方針の検討・指導 

⑤竣工検査 

⑥支払い承認 

⑦工事完成後の検査 

2）調達監理 

① 機器製作図の承認 

② 工場立会い検査 

③ 船積み前検査照合検査に関する打合せ 

④ 初期操作指導立会い 

⑤ 検収・引渡し立会い 

 

（５）要員計画 

コンサルタントが行なう施工監理、調達監理、ソフトコンポーネントに必要な要員は

下表のとおりである。 

表 ３.３４ 日本側施工監理/調達監理要員 

監理要員 担当分野 派遣期間 

施工監理技術者 
業務全体の監理 

給水施設/機材調達の最終検査総括 
スポット 

常駐監理者 施工期間中の現場監理、設計変更等対応 常駐 

さく井技術者 井戸建設の開始初期、中期のスポット監理 スポット 

設備技術者 給水施設に係る機械類の施工監理、中期、後期 スポット 

機材調達監理者 機材調達計画、検査、引渡し スポット 

完成検査者 竣工後完成検査 スポット 

運営維持管理/衛生

教育/評価 
維持管理指導 スポット 

 

３-２-４-５ 品質管理計画 

本事業では工種毎に以下の品質管理試験を行なう。 
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表 ３.３５ 品質管理試験一覧 

工種 品質管理試験 測定回数 

井戸工事 水質試験 82 箇所 

配管工事 水圧試験 全管路路線 

骨材材料試験 購入業者毎 

鉄筋引張試験 購入業者毎 

コンクリート配合試験 施工前 1 回 

コンクリート打設 

コンクリート試験 

（スランプ、空気量、塩分含

有度、圧縮試験） 

打設毎 

配水池工事 漏水試験 10 箇所 

高架水槽工事 地耐力試験 高架水槽建設 4 箇所 

 

３-２-４-６ 資機材等調達計画 

（１）建設用資材 

本計画に必要となる資材のうち、セメント、骨材、鉄筋、鉄骨、木材等の基本材料や、

ブロック、タイル等の一般に広く普及している二次製品は現地調達が可能である。しか

しながら、ダクタイル管、GS 管やそれらの特殊な異形管、弁類、圧力計、流量計などの

計測機器、ポンプ設備に係わる電気・機械部品等は、現地に代理店が存在するものの、

その数が少なく、計画に必要とされる品質、数量を満足する調達を一定期間内に実施す

ることが困難であると想定される。そのため、これらの調達については、日本、第三国、

現地から適切な調達国を選定するものとする。下表に建設用資機材の調達先を示す。 

表 ３.３６ 建設資機材の調達先 

調達先 備考 
資機材 

日本国 「エ」国 第三国  

セメント  ○  *注 1 

細骨材  ○   

粗骨材  ○   

鋼材  ○  *注 1 

型枠  ○   

木材  ○   

燃料  ○   

GS 管（鋼管）  ○ ○ 台湾、タイ *注 2 

ダクタイル管 ○  ○ 中国、タイ *注 2 

弁類 ○  ○ 中国、タイ *注 2 

PVC、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟ  ○  *注 1 

ハンドポンプ  ○  *注 1 

水中ポンプ設備一式  ○  *注 1 

発電機設備一式  ○  *注 1 

*注 1：「エ」国での建設資機材調達は、外資不足や電力不足などの現地事情によ

り不安定な状況である。詳細設計では、建設資機材の調達先を再検討する。 

*注 2：詳細設計での価格再調査結果により、調達先を再検討する。 
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（２）内陸輸送 

本件の施設建設工事に使用される資機材の内、日本或いは第 3 国で調達されるものは、

隣国ジブチ港での荷揚げとなり、ここから「エ」国までは、トラックによる内陸輸送と

なる。 

通関手続については、ティグライ州の場合、州都メケレに事務所があり、ここでの手

続きが一般的であるため、本件でもメケレでの実施を計画する。 

輸送距離は、ジブチからメケレで約 1080km（そのうち約 580km は舗装道路）となる。 

 

（３）労務 

「エ」国の建設工事に係わる建設技術者や大工、左官工などの技能労働者、また普通

作業員などは、「エ」国内での調達は問題なく可能である。 

ただし、普通作業員を除く建設技術者や技能工などは、メケレ市および各ワレダでの

調達は困難であるため、首都(アジスアベバ)からの調達となる。 

 

（４）建設機械 

井戸掘削機械、バックホー、ダンプトラック、トラッククレーンなどの一般建設機械

は現地リースが可能であるため、本計画での工事用機械は基本的に現地リースとして計

画する。 

 

３-２-４-７ 初期操作指導・運用指導等計画 

① 本プロジェクトにおいて調達されるサービスリグは、特殊車輌のため、調達業者

による初期操作指導を実施する。対象者は中央修理工場のオペレータとする。 

② 給水施設に関しては、発電機、制御盤、水中ポンプの初期操作、バルブ、流量計、

ハンドポンプ等の保守点検、パーツの交換方法、トラブルシューティングなどの

指導を、ソフトコンポーネントの中で実施する。 

本計画で必要となる初期操作指導は下表のとおりである。 

表 ３.３７ 初期操作指導・運用指導計画 

対象施設 指導内容 対象者 

機材 サービスリグ 運転方法 

維持管理方法 

中央修理工場の技術者 

ハンド 

ポンプ 

井戸施設 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ U シール、O リングの交換 水管理委員会 

 

動力ポンプの操作、保守点

検方法 

水管理委員会 

発電機の操作、補修点検方

法、消耗品の交換 

水管理委員会 

取水施設 

制御盤の操作、保守点検方

法 

水管理委員会 

動力 

ポンプ 

給水施設 

管路 バルブの操作方法 水管理委員会 
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漏水の点検 水管理委員会 

公共水栓 流量計の管理 水管理委員会 

 

３-２-４-８ ソフトコンポーネント計画 

（１）背景 

本件プロジェクトは、「プロジェクト対象地域において給水人口が増加し、安全な水

が持続的に供給される」ことを目標としている。本計画により新規に給水施設を計画す

るサイトは、あらたに施設を運営維持管理する組織作りを行い、地方行政府のサポート

体制を明確にし、加えて住民主体の運営維持管理に係る支援と運営維持管理技術の指導

を行うことが必要となる。ゆえに、給水施設建設前および建設後においてソフトコンポ

ーネントを計画することによって運営維持管理体制の整備が円滑に進み、地域住民が持

続的に給水サービスを受けられるための運営維持管理体制確立への支援を行う。 

 

（２）目標 

上述した背景及び運営維持管理に係る問題と対策を踏まえると、ソフトコンポーネン

トの目標は、プロジェクト期間中に「住民主体の維持管理が適切に実施されること」と

定められる。この上位目標としては、「建設された給水施設がプロジェクト終了後も長

期間にわたって利用される」こととする。 

 

（３）成果と達成度の確認方法 

成果は大きく 5 つに区分される。それぞれの成果、成果の達成度の確認事項及び方法

を下表に示す。 

表 ３.３８ 成果の達成度の確認事項 

番号 成   果 達成度の確認項目 達成度の確認方法（案） 

１ 

住民がオーナーシップを

持って維持管理を行う。 

1.運営維持管理における住民の役

割について関係者が共通の認識をも

っているか？ 

1.関係者に対するヒアリン

グ 

1.運営維持管理体制における各関

係機関の役割が明確か？ 

1.運 営 管 理 体 制 の組 織

図 
2 

水委員会とその支援体

制及び役割が明確化さ

れる。 
2.各関係者が自分の役割について

明確に認識しているか？ 

2.関係者に対するヒアリン

グ 

1.利用規則が定められたか？ 1.利用規則 

2.保守・修理の対応が明確か？ 2.保守・修理規約 3 

各村落において住民主

体の運営維持管理計画

が 策 定 さ れ 、 試 行 さ れ

る。 
3.ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価が計画に応じて実

施されたか？ 

3.ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ記録 
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1.故障の期間が短縮したか？ 1.WWRMEO の活動記録

2.故障の頻度が減少したか？。 2.施設運転記録簿 4 

各関係者が運営維持管

理に必要な技能を習得

する。 

3.料金徴収及び施設運転・管理に関

する記録が作成されたか？ 

3.各種記録簿 

5 
住 民 の保 健・衛 生 概 念

が向上する。 

1.住民の保健衛生に対する意識が

高まったか？ 

1. 住民に対するアンケー

ト 

 

 

（４）活動（投入計画） 

活動内容と対象者及び実施者をまとめたものを以下の表に示す。ローカルリソースを

有効に活用しながら、原則としてすべての活動において邦人コンサルタント（もしくは

邦人コンサルタント指導のもと現地再委託によるローカルコンサルタント）が関与する

こととする。活動内容に応じて、TWRMEB、WWRMEO 等の政府関係者や EWTEC などの協力を

得つつ実施する。 

表 ３.３９ 投入計画 

活動 実施内容 形態 対象者（受講者） 実施主体者（協力者） 

＝投入 

関係機関に対して住民参

加に関する普及啓蒙を行う

ワークショ

ップ 

TWRMWO 職員、

WWRMEO 職員 

邦人コンサルタント

（EWTEC もしくは EWTEC

受講経験者） 

１ 

村民集会を開催し、本計

画に対する理解を得る 

住民集会 水委員会 

水管理委員会、

住民 

WWRMEO 職員（ローカル

コンサルタント） 

水委員会のこれまでの活

動を見直し、在り方を再検

討する 

ワークショ

ップ 

水委員会、住民 ローカルコンサルタント

（WWRMEO、水管理委員

会） 

関係機関の連携による支

援を含む住民組織を核とし

た運営維持管理体制を確

立する 

ワークショ

ップ 

水委員会、住民、

TWRMEB 職員、

WWRMEO 職員

他 

邦人コンサルタント

（WWRMEO、NGO、他ド

ナー） 

2 

関係機関による合同協議

会を開催する 

合同協議

会 

維持管理体制の

構成メンバー 

ローカルコンサル（邦人コ

ンサルタント） 

各村落において利用規

則、故障時の対応等を含

む運営維持管理計画を策

定する 

ワークショ

ップ・OJT 

WWRMEO 職員、

住民 

ローカルコンサル（邦人コ

ンサルタント） 

策定された計画に従い運

営維持管理活動を行う 

モニタリン

グ・活動記

録 

住民、運営維持

管理体制の構成

メンバー 

ローカルコンサル（邦人コ

ンサルタント） 

3 

活動をモニタリング・評価

し、計画を修正する 

合同協議

会 

運営維持管理体

制の構成メンバー

邦人コンサルタント（ロー

カルコンサル） 

関係機関に対して住民参

加手法の訓練を実施する 

セミナー、

現地 OJT 

WWRMEO 職員、

水委員会、水管

理委員会 

ローカルコンサル（邦人コ

ンサルタント） 

4 

施設修理に関する技術訓 セミナー・ TWRMEB 職員、 邦人コンサルタント
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練を実施する 実習 WWRMEB 職員 （EWTEC もしくは EWTEC

講義受講経験者） 

水委員会の施設管理担当

者に対して施設修理に関

する技術訓練を実施する 

実習 水委員会の施設

管理担当者 

WWRMEO 職員（邦人コン

サルタント） 

水委員会の会計担当者等

に対してアドミニストレーシ

ョンに係る技能訓練を実施

する 

実習・セミ

ナー 

水委員会の会計

担当者 

ローカルコンサル（邦人コ

ンサルタント） 

住民に対して衛生教育を

実施する 

セミナー 住民 WWRMEO 保険担当職員

（ローカルコンサルタント） 

5 

住民に対して保健衛生に

関する巡回指導を実施す

る 

巡回指導 水委員会 WWRMEO 職員 

 

（５）実施リソースの調達方法 

ソフトコンポーネントでの投入計画は、基本的には運営維持管理にかかる本邦コンサ

ルタント（スポット）が各フェーズにて活動の初期段階と最終段階でローカルコンサル

タントと共に活動を開始し、ローカルコンサルタントと活動の意図と方向性を確認しつ

つ実施する。 

ローカルコンサルタントとしては、以下の組織、個人コンサルタントを考慮している。 

① Professional Consulting and Business PLC （基本設計調査の現地再委託社会

経済調査を実施。メンバーは主にメケレ大学の教員、大学院生で構成される） 

② TWRMEB を退職した村落給水の運営維持管理活動に係わった個人コンサルタント 

 

（６）実施工程 

運営維持管理に係る実施工程を表 ３.４１に示す。 全体で 1)建設前（5.1 ヶ月間）、

2)建設中及び建設後（21.4 ヶ月間）の 2 フェーズ体制とし、全体の施工工程 29.3 ヶ月

のうち、邦人コンサルタントは各フェーズの前後にスポットで 4 回（4 ヶ月）現地活動

を実施する。また、ローカルコンサルタントの活動期間は 12.27 ヶ月を想定している。 

各フェーズでの具体的な実施内容については表 ３.４０にとりまとめた。 

又、日本国内では現地の問題点が必ずしも全て把握できるわけではないため、現地コ

ンサルタントと密な連絡をとりつつ、要所要所で現地に赴き、全体計画との齟齬と修正

と現地へのフィードバックを検討、指示する。 

 

（７）成果品 

ソフトコンポーネント活動における成果品は活動毎に以下の通り設定することとする。 

表 ３.４０ 活動と成果一覧 

活 動 成果品 

1.1 関係機関に対して住民参加に関する普及啓蒙を

行う。 

ワークショップ報告書 
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1.2 村民集会を開催し、本計画に対する理解を得る。 説明議事録 

2.1 水委員会のこれまでの活動を見直し、在り方を再

検討する。 

水委員会に関する取り決め文書 

2.2 関係機関の連携による支援を含む住民組織を核

とした運営維持管理体制を確立する。 

運営維持管理体制組織図 

2.3 関係機関による合同協議会を開催する。 協議会議事録 

3.1 各村落において利用規則、故障時の対応等を含

む運営維持管理計画を策定する。 

運営維持管理計画 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｰﾄ 

3.2 策定された計画に従い運営維持管理活動を行う。 活動記録 

3.3 活動をモニタリング・評価し、計画を修正する。 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果 

評価結果 

運営維持間計画の修正版 

4.1 関係機関に対して住民参加手法の訓練を実施す

る 

訓練実施報告書 

4.2 TWRMEB,WWRMEO に対して施設修理に関する

技術訓練を実施する 

訓練実施報告書 

4.3 水委員会の施設管理担当者に対して施設修理に

関する技術訓練を実施する。 

訓練実施報告書 

4.4 水委員会の会計担当者等に対してアドミニストレ

ーションに係る技能訓練を実施する。 

訓練実施報告書 

5.1 住民に対して保健衛生教育を実施する。 衛生教育実施報告書 

5.2 住民に対して保健衛生に関する巡回指導を実施

する。 

巡回指導記録 

 

尚、上記の活動に対する結果を評価・検討し、ソフトコンポーネント実施中、完了後

には以下の報告書を提出するものとする。 

１. ソフトコンポーネント実施状況報告書 

２. ソフトコンポーネント完了報告書 

 

（８）概算事業費 

概算事業費総額：14,620（千円） 

 

（９）相手国政府の責務 

① 各ワレダ、実施村落への本計画実施内容の通達と準備 

② 本計画実施にあたって必要な作業場所の確保、教育用資機材、資料等の準備にか

かる経費負担 

③ 本計画にかかる政府関係職員のアサイン 

④ 本計画にかかる政府関係職員の現地活動費用、交通費、宿泊日当等の経費負担 

⑤ EWTEC に関係する活動に対する中央政府への依頼、認可取得 

⑥ EWTEC に関係する活動にかかる経費負担 

⑦ ワークショップ等の会場の準備、ワークショップ開催にかかる経費の負担 
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期
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・
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ﾝ
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ﾀ
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ﾄ
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ﾛ
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ﾙ

ｺ
ﾝ
ｻ

ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

・
車

両

・
施

工
前

・
W

W
R

M
E
O

(ロ
ー

カ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
）

・
施

設
建

設
対

象
各

村
落

（
9
4村

）
・
車

両
、

計
画

説
明

図

・
1日

×
94

村

対
象

村
落
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ﾙ
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ﾊ
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＞

 W
W

R
M

E
O

､村
評

議
会

・
施

設
建

設
対

象
村

落
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、
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ﾝ
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ﾙ
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ﾝ
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ﾛ
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ﾙ
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ﾀ
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ﾛ
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ﾙ
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ﾀ
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落
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ﾝ
ｻ

ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
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落
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ﾛ
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ﾙ
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ﾀ
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ﾙ
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、
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ﾝ
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ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
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ﾛ
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ﾙ
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4
.0
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1
.1
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1
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1.
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フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ
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ト
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か
る
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コ
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ポ
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る
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カ
ル

リ
ソ

ー
ス

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
体

制

訓
練

実
施

報
告

書

車
両

事
業

実
施

工
程
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練
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施
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告

書
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練
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告

書

邦
人
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ﾝ
ｻ

ﾙ
ﾀ
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ﾛ
ｰ
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ﾙ
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持

間
計

画
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正

版
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練
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告

書
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7
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果
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9
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事
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練
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、
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評
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画
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管
理

体
制
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活
動
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録
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ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ結

果

評
価
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果

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
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ｰ
ﾄ
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2
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落
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会
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催
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理
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録
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。
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.3

4
.2

4
.1

1
.1

3
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落
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す
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落
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3
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建
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①
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⑤
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⑥
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第３章 プロジェクトの内容 

３-７５ 

３-２-４-９ 実施工程 

本プロジェクトの実施工程は表 ３.４２に示すとおり、両国政府による E/N 締結後、詳細設

計及び入札業務に 8.8 ヶ月、資機材調達期間に 11 ヶ月を予定する。  

また、給水施設建設に約 29.3 ヶ月を見込んでいる。 

表 ３.４２ 事業実施工程表 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

詳
細
設
計
・

入
札
業
務

機
材
調
達

施
設
施
工

単位：月

（レベル1現地調査）

（レベル1国内設計）

（レベル1/機材調達入札図書承認）

（レベル1/機材調達入札業務・評価）

（製造、調達）

（輸送）

(レベル1準備工事・コンクリート試験）

（検査・試運転・引渡し）

（揚水試験・水質試験・プラットホーム建設・ハンドポンプ据付）

（井戸建設）

（送・配水管路工事）

（配水池、機械室、共同水栓、家畜用水飲み場建設）

（発電機・動力ポンプ据付）

計 8.8ヶ月

計 11ヶ月

計 29.3ヶ月

現地作業 国内作業

（検査・試運転・引渡し）

(レベル2準備工事・コンクリート試験）

（検査・初期指導・引渡し）

（レベル2試掘調査/現地調査）

（レベル2国内設計）

（レベル2入札図書承認）

（レベル2入札業務・評価）

 


	第3章　プロジェクトの内容
	3-1　プロジェクトの概要
	3-1-1　上位目標とプロジェクト目標
	3-1-2　プロジェクトの概要

	3-2　協力対象事業の基本設計
	3-2-1　設計方針
	3-2-1-1　実施対象村落（集落）の基本方針
	3-2-1-2　レベル１の入札及び清算に係る方針
	3-2-1-3　レベル2の試掘井に対する方針
	3-2-1-4　ロット分けに対する方針
	3-2-1-5　自然条件に対する方針
	3-2-1-6　社会条件に対する方針
	3-2-1-7　調達事情にかかる方針
	3-2-1-8　建設事情にかかる方針
	3-2-1-9　施設、機材等のｸﾞﾚｰﾄﾞ設定に係る方針
	3-2-1-10　機材調達に関する方針
	3-2-1-11　工法／工期に係る方針

	3-2-2　基本計画（施設計画／機材計画）	
	3-2-2-1　施設計画
	3-2-2-2　機材計画

	3-2-3　基本設計図
	3-2-4　施工計画／調達計画
	3-2-4-1　施工方針／調達方針
	3-2-4-2　施工上／調達上の留意事項
	3-2-4-3　施工区分／調達・据付区分
	3-2-4-4　施工監理計画／調達監理計画
	3-2-4-5　品質管理計画
	3-2-4-6　資機材等調達計画
	3-2-4-7　初期操作指導・運用指導等計画
	3-2-4-8　ソフトコンポーネント計画
	3-2-4-9　実施工程





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




